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此の ヒ總統 の 演說は 一九 三 八 年 二月 二十日の 國會に 於け る もので あつて 一言に して 言へ ば ナチ ス政 
權獲得後五年間の成果及び外交方針 (: 關する報吿演說である01般にナチスの施政方針、成果報吿等 
は 毎年の 二 ュルン V ルタの 黨大會 で 報告され、 例の 四ヶ年 計畫の 報吿も 一九 三 七 年の 黨大會 で 報吿さ れ 
た箬で ある。 併し 黨大會 の 場合は 其の 報吿も 各部 門に 分れ 別々 に 報告され、 且つ ヒ總統 のみなら す、 
他の 黨員 中の 専門家 等の 報吿も 多い 。此の 意味で 此の 二月 二十日の 演說 はヒ總 統一 人で なされた もの 
であ，^、 且つ 全般的に ナチ ス五 年間の 成果を 槪觀し 得る ものである VJ 言へ る 。演說 は 三時 間 か、 つた 
w 言 ふ、 言は ば 「三時 間の ナチス 史」 ビ でも 言 ふべき ものである？ 

內 容槪觀 

最初 ヒ總統 は ナチ スの 過去 囘顧 及び 將來の 見通し •か 此の 演說の 內容な る こぐ」 を 前提して 先 づ政權 接 
收 前後の 囘 想ょ h はじめる。 

大まかに 分類 すれば、 勺ナチス黨の鬪ひの囘顧、 (-) 經濟、社會、文化方面の躍進報吿、111外交問 
題の 三部に 分けられる 0 

ー、獨逸は政治的に崩壤したが、政治的崩壤は一般に經濟的崩拔を伴ふ0これに眩惑された國民は 



經濟 さへ 立直せば 獨 逸は 復興す る VJ 考 へ、 ナチ ス以 前の 政治家 も 唯 これの みに 專 心した o 此處に 根本 
的の 誤謬 •かあつた、 これに 對しヒ トラー は 先づ經 濟崩壤 の 原因た る 政治的 復興に 目を つけ、 其の 根本 
VJ して 民族的なる ものに 再興の 前提 あり V 」 する。 此處に 從來の 獨逸ビ 一九 三 三年 一月 三十日 以後の 獨 
逸の 歴史は 全然 別個の もの W して 考 へられねば ならぬ V 」 言 ふ 。卽ち 地方、 階級、 宗派 等に よつ て 分離 
して ゐる 利害團 體を 打つ て 一九 VJ なし、 血に よつ て 結ばれた 獨逸 民族を 完成せ しむる こ VJ これで あ 
る 0 

更に ナチ ス黨內 部の 結束 固き 點に 言及し、 此の 原因は ナチ スが十 有 五 年間 も 排斥 V 」 歷迫の さ 中に 鬪 
ひ續け 自重して ゐた爲 であつ て、 これに 依つ て 却つ て、 有能 且つ 實行カ ある 人士を 集め 得た V 」 言 ふ。 
烏 合の 衆は 集め やすい、 併し ナチ スは炉 くも 長く 待 期した からこ そ、 第一線の 兵士の 如き 精神力 ある 
人士を 集め 得、 其の 人數が 充分に なつた 所で 最も 自然な 方法で 政 櫂を 獲得した 0 

それよ b か、 る メムバ ー を 以て 組織した 黨 •か 何故に 獨逸 再興に 效果 あ-^ やに 關し て、 ボル シラ ゥィズ 
ム V 」 比較して 大いに 說く所 •か ある。 國民は 救濟を 必要 V 」 して ゐた 、め、 溺れる ものは 藁を も摑む 心理 
で •ホル；^ ゲィズ ムに まで 飛びつ いた ** 、 結局 實行 力なくて 成果を あげ 得ない 空論は 駄目で ある。 獨逸 
に對 する 非難 も あるが、 事實を 見て 吳れ 、こ、 に ナチ スの 眞價あ bvj 、 ボル シラ ゥィ ズム を攻擊 しつ、、 
第二 段の 經濟、 瓧會 、文化の 發展へ 論を 進める G . 



ニ、 第二 段に 於て は 前述の 如く 主 VJ して 經濟 、社會 、文化 政策 上の 結果を 數字を もつ て 示し、 此の 
五 年間に 獨逸が 如何なる 躍進を なした かの 事 實を示 す。 この結果を 見るならば 獨 逸を 誹 誘し 中傷す る 
輩、 ジ ャーナ リスト 達、 又 自國の 內政さ へ /) ぐに 出來ぬ 外國 政治家 等は もつ て默 すべきな りヾ J 言 ふ 0 
其の 內容 を簡單 に 擧げれ ば、 

(--) 經濟界 の 躍進 ■ 

國民 所得 1 生活 费指數 j 產業 生産額— 手工業 販賣 高— 農業 生産額 1 失業者 數丨 外國贸 易 1 貯金 拂 
込 金 增加丨 利子 低下— 國庫收 入— 石炭、 褐炭 採掘 額 1 鐵鑛 採掘 額— 等々 の數 字。 

交通 事項 

自動車、 ォート バィ 數— 航行 綱 丨國有 鐵道丨 造船 註文 數— 道路工事 等、 遞信 事務 一般 1 電話線 1 
飛行 郵便 等。 

住宅問題 

ニ社會 政策 

勞働戰線—賃金構成、休暇シス_スム、賃金政策等の新舊比較丨國民保健策等、 

( H ) 文化 施設 

觀 il lll 書、 音樂會 等の 參加 人員 丨 慰安 催 物 丨 ス ホーツ 1 クラフト •ドル ヒ •フ TI ィデ 1 罾 働 奉 
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仕— 冬期 救濟 事業 i ラ デォー 新聞、 雜誌發 行部數 1 劇場 關係 事項 1 旅行者 數 1 出生 數 1 青少年 運 

動 1 職業 競爭 等、 

右の 各部 門 U 渉 b 數字 を以 つて 其の 躍進 振りを 示し、 外國ジ ャ ー ナリ ズム 等の 中傷の あたらざる こ 
V 」 を 說 き、 更に 獨逸國 民は 十分に 其の 價 値を 自覺 し、 意志の 敗北主義ょり 救 はれた るを 說 く。 かくて 
獨逸 は內政 的に 一致し、 世上に 所謂 黨ビ國 防 軍の 確執の 如き 事實 無根なる こゾ) を說 き、 更に 一層 國民 
の 自覺を ぅな •かす 0 

三、 外交問題 

これは 內容 を單に 表示す るに 止める、 

植民地要求—國際聯盟、集園保障制度反對並びに滿洲國承認1ボ广シュゲィズムの危險性1極東問題、 
特に 日本 w の關係 1 西班牙 問題 丨對 伊關 係 1 對英對 佛_ 係 並びに 外國 新聞 中傷 記事の 平和 攒亂 S 獨軍 
備 1 波 蘭 並びに 獨 逸少數 民族 問題 1 塊 太 利 問題 丨 其の 他。 

猶 本飜譯 は當課 眞鍋嗯 託を して 譯 出せし めた ものであるが、 原文 •か 相 當晦濉 なる ため 日本 文に 譯出 
し 難き 場合 少なから す、 必す しも 原文に 卽せす 所謂 意譯 した 點も 多少 ある。 

昭和 十四 年 一月 

調査 部 第二 課 



一九 三 八 年 二月 二十日 國會 1: 於け るヒ トラ ー總統 の演說 

議 tt 备ポ！ 獨逸國 食の 諸君！ 

諸君垆 撒 逸阈の 選ばれた る 代表者， /」 して、 吾が 阈 民の 新しい 歷 史的 興隆の 發 端を 余 VJ 共に 祝 せんた 
め吾等の政權獲得五周年記念の議會召集あるべきこ (£ は諸君も、同じぐ獨逸國民も期待してゐたど余 
は 信す すの 一 である 0 

併し 議會 «' 集を 此の 二月 二十日に 定めた のには 二つの 理由が ある 0 

第一に 余は、 一月 三十日 以前に あらす して、 三十日 以後に 於て 一部 人事 更迭を 行 ふこ VJ を 正し VJ 信 
じたる を 以てで ある Q 

第ニ 1: は吾國の外交關係に於ける特定の領域に於て事前に且緊急に必要*こされる說明をなすこぐ」が 
必要で ある VJ 思 はれた 故で ある o これ 卽ち 諸君が かぐの 如き 日に 於て 過去への 囘想 のみなら す、 將來 
への見遂しをも與へられるこ-/」を當然期待し居らるるを以てである0 

故に 此の ニ點 こそ 今日 余の 演説の 課題で あ b 、 且 内容で ある 0 

今ょり 五 年 前の 一月 三十 H 正午に 大統領 ヒンデンブルク 元帥 閣下は 余に 宰相の 印綬を 輿へ、 もつ て 
獨逸國 の 指導 統治を 余に 委ねられた ので あるが、 其の 時 こ そ、 吾等 ナチ ス黨 員の 眼には 獨 逸の 運命の 



二 

轉 換今ぞ 始まれ b £ 見ぇた ので ある 0 

但し 吾等の 政敵の 眼には、 此の 出來难 は、 或る人 物が 宰相に 任す る や、 忽ち 數週間 或 ひは 又數ヶ 月 
の 後に、 背後に 待ち こがれて ゐ る後繼 者に 席を 讓らざ るを 得ざる が 如き 幾多の 類似の 事件に 等しい ど 
映 じたで あらう 0 

故に吾等ナチス黨員が、唯ー囘のみの膊史的1瞬€して體驗したこ，/」は、吾等の政敵には單にー時 
的の 出來 事に すぎぬ 思へ たので あつた 0 

其の 時の 意義を 正しぐ 認識した のは、 議員 諸君！ 吾等を 措いて 他に 何人もな かつた ので ある！ 
爾後 五 年間の 歲月 •か 流れた。 此の 五 年間の 諸々 の 體驗は 余の 宰相 任命 時の 割 期 的 重要性を 斷定 すべ 
き權 能を 吾々 に賦與 する もの か、 乃至は 吾々 の 政敵の 當 時の 見解の 如く 從來 の獨逸 内閣の 數 が 單に更 
に 一箇 增 加せ bvj する 見地を 是認す る ものに 過ぎぬ ので あるか。 

獨逸國民に何等他にー致なし <£ するも、少くビも此の歷史的事件に關しては今日ただ次の如き判斷 
*> 存在し 得る のみで あらう 0 . 

當 時の 吾等の 政敵で すら、 次に 述べる 點 に 關して は 最早 論爭の 余地は ないで あらう。 

卽ち 余が 獨逸 M 大 の野黨 の總裁 VJ して •ゥィルヘルム 廣 場の 大統領 官邸 じ 赴き、 しかして 國 民の 指導 
者 及び 宰相 w して 再び 官房ょ b 出て 來 b しあの 日は、 實に 吾等 獨逸 民族の 歴史に 於て 過去' 現在、 未 



來を 通じて、 一の 轉換 期で あつたの •た 0 

萬 人 皆 以下 述べん VJ する 點に關 しても、 全き 意見の 一致を 見て ゐる 0 

卽 ち、 一九 三 三年 一月 三十日は 一時 代の 終結，/」 な り、 ある 新しい 時代の 發端 どなつ たので ある C か 
くて 政權 獲得 以前の 獨逸史 W 政權 獲得 後の 獨逸史 は區 別して 語られる VJ いふ 事實 は、 論議の 余地な き 
所で ある、 否 自明の こ ^ である。 

議員 諸君！ 今日 余は 諸君に 政權 獲得 以前の 混沌た る狀 態を 縷述 せん W する ものでは ない 。それは 
今猶 まざ まざ V 」 記憶に 新たなる 5£ ころであるが、年少者は、例へ當時のこ (£ を敍述するど雖も、當時 
の獨 逸の 狀 態は 殆ん V 」 考へ 得ないで あらぅ 。此處 に 余は 吾が 民族の 歴史の 過去に 於け る 悲劇的な 時代 
を 明に する ためじ、 一一 三の 一般的 說 明を 試みょぅ w 欲する ので ある。 

前世紀の 初頭に 於け る舊獨 逸帝國 、殊に ブ p シ ャの崩 解 後、 二 ュ产ン 'ヘルクの 書籍商 バル ムの 出版 
にか、 る 熱烈、 且 注目すべき 著書 「慘たる屈辱に喘ぐ獨逸國」が世に出た。 

此の 小册 子は 嘗ては 獨逸 國に覺 醒的效 果を齋 し、 其の 結果 ナ •ホ レォンを して、 其の 著者 又は 少 くも 
其の 出版者を 銃殺せ しむる 決心を なさし めた る ものである 。併し * 1 の大な る 阈民 的出來 2Jf の 終熄 後は 
此の 本 も 亦 著書 も 多 かれ 少かれ 全ぐ 人々 の 記憶ょり 消ぇ失せた ので あつた 。そこに 新しい 獨逸阈 •か 建 
設され た、 獨逸阈 の 旗は 勝利の 輝に つ/' まれて 光榮ビ 名釋 の數 知れぬ 戰場 ;: 飜 つたので あつた。 

三 



然し 此の 偉大な 開放 戰も 、現在の 偉大 且 自らに 目覺 めた る 輝し き 事蹟の 前には、 遠い 過去の 想 ひ 出 
VJ して 色褪せた ので ® る。 

さて 其の後 (其の 新 獨逸國 にも 亦)* かの カ强き 英雄的なる 力闘の 終りに 又も あの 言語に 絕した 崩 
壤が來たのである。其の結果炉の百年以上も昔の吾が祖國の困窮の £* ん底時代に書かれた「慘たる屈 
辱に 喘ぐ 獨逸 國」 はたち まち 吾* か 時代の 人々 にも 亦 理解し 得る に 至つ たの だ。 

吾等は 此の 吿 白書の 悲愴なる 内容を 一九 一八 年以來 一人 殘らす 自ら體 驗し たので あつた。 

十 有 五 年に 渉り 吾等 國 民の 上に、 獨逸 史上最大の 崩壤の 結果た る 重苦しい M 迫が 續い た。 そは 決し 
て 吾國 軍隊の 崩壤で はない、 經濟の 瓦解で もない、 否、 吾等の 行動、 吾等の 名#、 吾等の 誇り 延いて 
は 遂に 吾等の 自由の 崩壤で あつたの だ 0 

十五 年の 長き に涉 り、 吾等は 國際的 暴行に 對し 、意志な き且救 ひなき 客體ビ して# 在した。 其の 暴 
行は 人道主義の 民主的 理想の 名に 於て 唱 へられて はゐ たが、 事實サ ディ ズム的 利己主義の 最も 無慈悲 
なる 懲罰の 答を 吾が 國民に 打ち 下して ゐ たので ある。 _ 

此の 吾等の 屈辱 VJ 困憊の 時代に 探究 的 精神 •か 此の 事實の 原因に 就いて 眞相を 究めん VJ して 活動し は 
じめ た o 

過去 現在に 於け る 幾多の 出來 事ょ b 次第に ある 一つの 洞見が 形成され て來た 。平和 富裕 時に 於て は 



恐らくは 無意味な して 一笑に 附 せられ、 或 ひは 少く VJ も 正しくは 理解され なかつ たもの も、 憂苦 
困窮の 强 制の 下に 今や 正しく 認識せられ 其の 結果 それは 智識 VJ なり、 無數の 眞の獨 逸人の 信念 的財寶 
ビなつた。吾んの歷史的存在の基礎、其の成立及び發展の原則、吾等の興隆並びに崩壤の原因延ぃて 
は 新 獨逸國 勃興の 諸 前提 等の 根本を 突く 檢討が 生れ 出た ので ある 0 

吾が 网民 精神は 分裂す るに 至つ た。 何 VJ なれば 常に 然るが 如く 政治的 崩壤 は經濟 的崩坺 を 伴 ふ もの 
である。 此處に 於て 單 に經濟 的に しか 身を 處す るを 知らぬ 國民は 、經濟 的 崩壊の 中に 吾等の 不幸の 本 
質を 見て、 次第に-かの 經濟 的闲憊 を 超越して、 よ b 大なる 政治的 道義 的 困窮を 身に 感じた 鬪士か ら 
分離し 遠退いて 行つ たので ある。 

獨逸 國救濟 は實に ただこれ 等 多くの 圆士の 手に よつ ての み 實 現し 得た 0 

彼等は 經濟 による _ 家 救濟を 叫ぶ 理解力な き 市民 的ス &丨ガ ンに對 して、 民族の 內 部的且 外部 的の 
勃興に 依る 國 家並び に 經濟の 救助を 主張した ので ある 0 

恐らく 獨逸 史上 此の 時は じめ て 洞察力 ある 獨逸 人の 眼は 最早、 人間的 存在の 本質的 現象 並びに 機能 
VJ しての 國家 又は 經濟 へは 向けられす して、 國家 を擔ふ 者、 したがつ て 同時に 勿論 經濟を も擔ふ もの 
なる 永遠の 本質的なる ものの 實在 V 」 實相 V 」 に 向けられた ので ある。 

過去の 時代の 政治的 經濟的 理想の 上に 斯 くして ある 新しき ものが 決定的に 摄 頭した o 民族的なる も 
の卽ち 之で ある Q 
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此處に 始めて 吾人の 崩壊に 對する 本営の 原因 及び 吾等の 地位の 實 際的狀 態の 眞實獨 立 的な 至上の 檢 
討に 對 する 前提が 生じた 0 

以前には 國民的 運命への 確實な る 洞察を 曇らし、 鉛 亂 せしめ、 且つ 麻痺せ しめ 得た る 凡ての 束縛は 
此の 時ょり 影響を 失 ひ、 從つて 無意味 VJ なつた o 王黨的 •宗派 的 •黨派 的 乃至 國家 形式主義 的 ^ 念は、 
全民族的生活の支持者たる、血に依つて決定せられ又血に依つて結合せられたる本質的なるものの實 
相を 認識す る こ V 」 にょつ て 意義を 喪失した ので ある。 

個々 に 於て は 此の 崩壊の 外面 的 終局 原因 ビ考 へられ 得る もの、 卽ち 特に 極度の 闲窮 時 !- 於て、 從つ 
て 最も 要求の 强か りし時に於ける较上の指翦が論議の余地なく無カ化したこマ」、吾等の國家生活の內 
面的組織の明白なる缺點、吾が統治の精神なき官僚化、個々の人間の神經が崩壤せりミの主張或は大 
衆の 精神 錯亂 せる 昏迷 等總 ては、 これ 等弱點 はせいせ い 外面 的徵 候に すぎす ビの 認識の 前に 消失した。 
何ぐ」 なれば、 これ 等に 對して 寒心すべき 事實が 存し てゐ た、 卽ち 

一、 獨逸 民族は 獨逸 民族 VJ して 未完成で ある こ 

ニ、 其の 國家も 亦 未完成の ま、 なるこ ど 
これで ある 0 

ビスマルク •か 獨逸 統一 國 家を 獨逸 種族 ビ 其の 諸 邦から 形成 せん W 努力して ゐる 間に 1 其の 支柱 ビも 



言ふべき阈民は諸階級に分裂した、從つて其の結果再び國民生成の大きな基礎をなす個々の要素に分 
裂して しまつた 0 

獨逸稲 族の 上に 或る 理論的の 統治 權が 生じて 來てゐ る 一方、 其の 統治 權自 身は、 地方" 階級、 宗派 
に 制約され たる 利害 園體の 捕吏 ビ 化した 0 

此の 內部的 潰滅は 其の 害 甚大に して、 吾國 最大の 危險 時に 地方 的 並びに 階級 的、 且又 宗派 的に 束縛 
された 諸 見解より、 獨逸 .及び 國民に V 」 つて 此の 敗北は 勝利よ b も大な る 幸福で あつた V 」 いふ 思想が 全 
く 公然 V 」 宣傅 され 得た 程で ある。 年を取りす ぎて 居 り外面的並びに社會的には歷々高く訓練されては 
ゐるが、血の點からも民族的にも全く根柢を失へる指導層は、か、る不信義に對しては必要にして確 
固た る決斷 力を 以て 對處 する 洞察 もなければ 力 もなかつ た。 

故に 彼等は 最早、 自らの 弱點 から 由來 した この 出來事 を驅 除す る こ V 」 が 出來な かつた。 

故に、 今日 此の 日に 獨逸國 民に 此の 事實を 再び 想起せ しむる こ VJ が 必要で ある VJ 思 ふ 0 

余は 一九 三 三年 一月 三十日 大統領 官邸に 赴た が、 余は 獨逸國 民を 救 ふために 召された 最初の もので 
はな かつた 。否 最後の 者で あつた 。卽ち 余の 次には 獨逸國 民を 救 ふべき 何人も 存在せ す、 若し ありビ 
せば混亂あるのみであつたのだ。 

何故ならば、 余より 以前に、 數十 年來獨 逸國民 の 指導者 並びに 救濟荠 たる 使命を 有す VJ 官： 言した す 

七 



八 

ベての もの 達は、 何れも 赀試 驗濟み V . なって ゐ た。 一度なら す、 ニ 度 三度、 否 もっ VJ 屢々 これ 等政黨 
の 支持者は、 何時も 新た ;- 宰相、 大臣 ミして、彼等自身がその货任を私する情勢を救ふために自薦し 
て來たのであった。社會民主主義、又中央黨の指導者達は次から次へマ」交代し合った。自由主義的、 
デモ クラシ ー的政治家が救濟事業を行った、市民的改良派經濟黨も同じく所謂「右翼 |«1 」の代表者等 
の 如くに 此の 議會 主義 的救濟 行動に 參 加した o シ ュラィ ヘル 將軍が 內閣を 辭 する 其の 日まで、 吾が 國 
の マルクス主義 的、 又 中央 黨、 返 に 市民 的 政 黨界の 所謂 「傑物」 は獨 逸の 困憊 ビ 理論的に 圆爭 する 一 
方、 實際 的には 其の 統治 活動に 依って 其の闲 M を增 大して ゐた 0 

かぐ 屢 々お赏 めにあ づか つて ゐ る議會 主義 的 デモ クラシ ーの 法則に したがへ ば、 ナチ ス黨 は旣に 一 
九 三 〇 年に 政府に 入閣す „へき箬だった0た>此のデモクラシーの政黨界は內部的虛僞が充滿して居た 
爲 、當然 吾人は 此の 運命に 對 しては 其の 權利 を、 從 って 獨逸國 民に 對 しては 其の 救濟を 最後の 瞬間 ま 
で 保留した ので あった。 

然し 遂に 余に 對 して 獨逸國 の 指導 權が铒 へられた る VJ きは、 正に 他の 方法に 依る 獨逸國 救濟は 其の 
最後の 一っの 試みまで も 不成功に 終り、 然して 吾が 黨の み* か 此の 使命に 對 する 唯一の 考へ 得べき ファ 
クタ 1 VJ して 殘つ て， Q る 如き 時期で あつた。 

かく 長き に 過 C る 待機は、 實に 此の 運動に 對し 、從 って 獨逸 國に對 して、 後に 至っ て 始めて 理解 さ 



れ 得る 態の 效 用を もたらした 。其の 意は、 十 有 五 年間 反對 黨の絕 間な き 排斥 VJ 歷迫 のさ 中に 力を 求め 
て鬪爭せる間に、黨の內面的道德的カ： »' 育まれたるのみならす、何ょり先づ外面的の抵抗カが養はれ 
たので ある o 

その 結果、 吾等の スタ ー トは 極く さ、 やかなる もので あつたに 拘らす 、十五 年の 歲月が 流る、 間に 
獨逸國 が 未だ 曾て これに 類似の もの すら 見た こ V 」 もない ー简の 政治 組織を 建設す るに 成功した ので あ 
る。 これに 依つ てこ そ 余には 次の 事が 可能に なつた、 卽 ち 長年の 鬪唷に 依つ て 制約され た 淘汰 作用の 
結果を、 黨の 幹部の 地位 人材を 配す るに あた b 顧慮し 得た ので ある。 

かくて ナチ スは 、確固 ビ 組立 てられた 組織 ビしてのみならす、有能の十の臀富な貯藏庫 ^ して政權 
獲得に 足を 踏み出す こ VJ が 出來 た。 長年の 闘 爭中に 於ても、 亦 今日に 於ても 余を 幾度 VJ なく 心から 滿 
足せし めた る ものは、 此の 仕事は 決して 余 一人に のみ 委ねられて ゐ るので はない どい ふ 認識で ある。 
獨逸史 上 如何なる 時に 於ても、 ナチ スが獨 逸國を 克服した る 時の 如く 有能に して 特に 實行 力に 富める 
人士が 多數 政治 界に 存在せ しこ VJ なかり し 事實は 吾等の 政敵の 全く 氣 付かぬ 所で あつたの だ。 

從來の 市民 的 批評家 達が 此の 運動は 數 のみ 多 く^ i て、 人物な し VJ 互に 陰口を きいて ゐたが 、こは 正 
に彼等の眼界が狹く洞察カなき事に由來するものである。事實此の運泐は大衆を集め得たが、これ卽 
ち 大衆は 此の 運動に 人物 ある こ VJ を 本能 的に 覺り 且つ 認めた るが 故に 外ならぬ o 逍 從济が ない こ どは 

« 九 



決して 政治的 頭脳 あり VJ の 眞の證 據に はならない 。反對 に 大衆の 支持な きこ yj は、 頭腦な し VJ の 推論 
の證據になるのである0小才の利いた眾獨のー通行人 <£ 1て、時代にさまょひ乍ら、歷史の偉大なる 
形成 者 V 」 內心 自負す る こ VJW は、 共に 歴史を 造る に 足る 人士を 集める ょりも 勿論 簡單 である、 否 何ょ 
り樂 である 。十 有 五 年に 渉り 吾が 黨は 人を 集め、 組織 だて、 且 編成を 行った o 其の 結果 遂に 政權 獲得 
の 時期が 到來 した 時は、 デモ クラシ ーの 法則に 從つて も、 猶 、最も 合法的に 政府を 乘 取る こ ビ •か 出來 
たので ある o 

吾が 運動の ブロ グラムは 從來行 はれて ゐた 社會的 •政治的 •經濟 的 見解 及 認識の 大部分の 領域に 於け 
る 革命で ある。 政權接 收自體 •か 旣存 現象の 征服に 於け る 一っの 革命で ある。 常に 然る 如く 此の 時 も 
亦、 長年の® 迫を ぅけた 此の 運動は 其の 桎梏の 鎖を 切 斷 はした が、 併し 獲得せ る 自由を 理性的に 使用 
し 得ざる に 非す や VI の危險 はやは b 存在した 。併し 吾が 運動が 一九 三 三年の 革命を 實 現した あの 感激 
を 共に體 驗し 得た こどは 吾等に ビ つて 誇るべき 意識で ある。 

た ^' 此の全期間に涉り吾等の組織の鐵の如き構成、殊にナチス的疾風的運動の規律は一度も弛緩紊 
亂 したる 事な し V. 斷 言し 得る のは、 吾人に VJb て やは b 犬なる 滿足で ある o 國家が 、か、 る狀 態の 下 
に、 しかも か、 る 國內的 安定 及び 平 穩を以 て 克服され たこ VJ は 未だ 見ざる 所で ある 0 

吾 •か 民族の 歷史に 於け る 此の 最大の 轉換 、卽 ち 其の 重要性が 他の 世界に VJ. りても 今や 漸次 明白に な 



りつ、ある此の出來亊はいさ、かの物質的財物も劫掠せられるこビなく、且又他の國に於ては滑稽な 
位些細な出來事の際に屢々行はる、を常 £ する如き流血の慘事もなく行はれた。 

其は ナチス の 幹部 等が 血を 見る に 耐へ 得ざ^' し爲で はない 。吾等は 皆 前線の 兵士で あつたの だ， あ 
の 凄慘な る 載を 經驗 したる もので あり、 數 知れぬ 死人を 此の 眼で 見、 自ら も 死に 直前し、 死の覺 悟を 
なした る 者で ある 0 

獨逸 革命が 流血を 見す して 行 はれた こビ は、 實に 、吾等は 皆 革命の さ 中に ある ミ も、 ゲルマン 的 性 
格を 强調 せん ビ 固く 決心して ゐた爲 に 他なら ぬ 。我等は 最小の 損害で 最大の 效果に 到達 せんこ ^ を 望 
んでゐ たので あつた C 

今日 余は ナチ ス 革命の 一段落 V 」 して 此の 五 年間を 槪觀 する に當 り" 以下の 事を 確認し 得る、 卽ち吾 
*> 敵の 死者 數はか つて 革命 以前 彼等に 依つ て 殺害され. たる ナチ ス黨 員の 半數 にさへ 達しない こビ 、然 
してし かも 其の 敵の 死者た る や 十チス 革命に 反對 して 自ら 新たに 行へ る 攻擊の 犧牲た るに すぎない こ 
VJ を 認め 得る ので ある 0 

兎に角 吾等は、 ナチ スの 勃興を 一部は 犯罪者 的 本能から 或 ひは 經濟的 又は 政治的 利害 關係 から 故意 
に 誹 毀すべきな bvj 信じた る 輩の 考へた 方法 V 」 異なる 他の 方法を 以て 國家を 保 謎す る 事を 心得て ゐ た 
ので ある o 



ナチス運動が其の革命遂行に於て保持しゐた無類の規# ^ 控へ目の態度にも拘らす、若干の外國の 
新聞 雜 誌は 此の 新 獨逸國 に 噓言 ビ 誹謗の 雨を 注ぎ かけた ので あつた 〇 特に 一九 三 三年 一九 三 四 年に 於 
ては 吾等の 所謂 デ ■モク ラシ ー國 家の 政治家、 政論 家、 又は ジャ ーナ リストは ナチ ス 革命の 方法ぐ」 處 置を 
批判す る 義理で も 有する かの 如く 感じて ゐ たのを、 吾人は 絕 ぇ す 目擊 した。 これは これ 等 民主的 使徒 
に VJ つてせ いせい 手本た， 〇 得る 國民的 出來事 に關 し、 不遜に も 栽 判官た る こ S を 一度なら ず 敢てな し 
たる 高慢 VJ . 嘆すべき 無智 VJ の 稀 U 見る 混合で あつた 〇 何 ビ なれば、 これ 等の 國 々に 於て か、 る阈內 的 
轉換が 、吾國 VJ 同じ やうな 附隨狀 態の 下に 行 はれた 事が ー體 何時 あつたで あらう か 0 

余は 今更、 丁度 獨逸國 建設の 期間ビ 同じぐ 正に 五 年間 繼續 したる、 かの ギロチンが 血 腥き躁 宴を 祝 
せる あの 革命 中の 最大の 典型を、 諸君に 想起せ しめる 必要が ある だら うか 。或 ひは 幾 百 萬の 人々 * 5 . 殺 
害せられ、 しかも 其の 血に 汚れた 下手人が デモ クラシー 制度の 評議 酋に 於て 聲望 ある 高き 地位を 得て 
ゐる 、あの ボル シてゥ 1 スムの 革命を 諸君に 想起せ しめる 必要が ある だら うか 。更に デモ クラシ ー國 
家に 阈籍を 有する 愼重な る 人々 の 奔定に ょれば、 死者 五十 萬を 以てしても 過大に あらざる ^) のス ペィ 
ンのマルクス暴徒の « 殺を想起せしむべきだらうか。吾等は、この虐殺行爲は世界平和主義者の健氣 
なる 民主的 心情を 今日まで も ^ も 衝動せ しめ ざり しこ VJ を 知つ て ゐ る、 且 それは 十分 理解 出來る 事で 
ある 。何故なら 彼等の 僞 善的假 面の 背後には 最も 野蠻な る 暴力へ 對 する 意志の みが 多くの場合 伏在し 



てゐるから0 

余の 之を 言 ふは、 決して かの 猶太の 國際的 虛言者 並びに 誹謗 者を 何等かの 方法に ょ b 改宗せ しめ 得 
る VJ 考ぺ る爲で はない 0 ただ 獨逸國 民に ナチ ス 革命は 如何に 前例な き 手加減を 以て 行 はれた か、 又 こ 
れに關 して 如何に 前例な き虛 言を もつ て ロに 筆に 論せられ しか、 又 現にし か あるかを 示さん •かために 
言及す るので ある。 これ 等す ベての 主張の 虛構な る こ VJ の 最善の 證左 は爭 論の 余地な き 此の 成功の 中 
に 存在して ゐ る。 何 w ならば、 若し 吾人が 此の 五 年間、 ソゲ-ヱ ト 露西亞 、ソゲ ィ H ト 西班牙 的 系統の、 
換言すれば猶太蒱族的の健氣なる民主的讹界市民ど同じぐ亂暴狼籍を行つたどせば吾人はざん底の物 
質的 崩壤の 獨逸國 ょ b 、 物質的 秩序を 有する、 且 一般的 再興の 道を た V 」 る國 土を 作 b 得な かつた であ 
らぅ0だ>此の故に、且つかくあるべ炉6しが故に、犯罪者流又は亂心者に對し、吾人の仕辦の妨害 
を 不可能なら しむる 如き 防 衞の陣 を 張る 權 利を 吾人の ために 要求した ので あつた o 然して、 今日 余が 
議員 諸君に 對し •又 全 獨逸國 民の 前で 此の 報告を なす あたり 巨大に して 且つ 空前の 業績を 示し 得る の 
であるが、 此の槳 績自體 の 中に のみ、 吾等の 行動 手段の 最高の 理由 づけ、 從つ て此 等の 業績を 確實な 
らしむ る 根據が 存する V 」 認められる o 旣に 述べた 如く、 一九 三 ニ 年の 獨逸 情勢は 經濟 的に 漸次 不景氣 
の V 」 ん底に 落ち行き、 其の 結果 多數の ものには 丨皮 肉に も 正に 此の方 面で 見識 ある 人士 こそ 却つ て 1 
S 早 改善の 如：！： なる 見 透し もな きかの 如くに 見ぇた ので あつた 0 



1月三十日故大統領が余に宰相の印絞を授與した時、た5-,眾に此の方面ょり見るも獨逸國の狀態は 
殆ん V 」 全く 期待すべき ものが 無 かった o 最も 見識 ある 人々 でさへ これを 救濟 せん V 」 の 試みに 全ぐ 失敗 
して ゐた 、すべて 在來の 經濟的 方法は 此の際は 無效な る こ VJ が 示された 0 兇惡な る 宿命論が 吾が 國 民に 
滲透して ゐ たので あった。 再 建設を 考 ふる 以前に 先づ 全部を 破壤 する を 要す VJ 說く 者が 益々 勢力を し 
めて ゐた 如くで ある。 實 にこれ 災にみ ちた 敎 へでは ない 炉 〇 何故ならは、 國 民の 救濟な る ものは、 あ 
らゅる 人間的な 考 方から 見て、 國 民の 一人々々 の 間にょ りょき 生活 標準への 希望が # 在す る 間の み 可 
能だった ので ある。 倂 し混淹 への 顚 落は 合理的 生活 標準の 最後の ものを も破壤 する こ， yj u 導かざる を 
得な かった 。從 って 猶 現存せ る 物質的 狀況を 基礎 VJ して 出發 し、 其の 改善へ ビ 努力す る 憧憬の 消失へ 
ぐし導かれた。ボルシぅゥィズムの原始主義崇拜は生活水準の改良へ努カせん (£: するカ、人間の中にある 
其の 力を 異常な 確實 さを 以て 破壤し •生活水準 向上への 前提 V 」 しての、 勞働 業績の 向上を 無にして し 
まふので ある Q 

これ 等 破滅の 基礎を なす 混沌の 使徒に かの 市民 的 H ゴィス トが對 立して ゐた 〇 彼等に vj っては 國民 
の 經濟的 救濟は 卽 ち全體 の 利益を 顧みす に 安價な る 利得を 確保す るに 外なら なかっ た 〇 す ベての 困 辱 
時代に然る如く、此處でも亦下劣なる投機師的根性が社會のー般的な缺乏闲窮に乘じて私脫を肥さん 
VJ した、 卽ち 困憊を 脅喝 的 乃至は 欺 僞的行 爲に 利用 せん VJ した 0 



國民が 亦救濟 への 可能性 ある 途に關 して 明瞭なる 概念を 持つ てゐな かつた、 た ^ 多 かれ 少な かれ 宿 
命 づけら れたる 貧困 化を 漠然 W 感じて ゐたに 過ぎな かつた 。故に 彼等は、 これを 變 更出來 ぬ 發展の 結 
果な bvj する ものに 贊 し、 一方 反 街に 何 か 僞瞞的 言辭に ょつ て、 此の 耐へ 得ざる 狀 態から 出來 得る 限 
b 簡單 に、 從つて 特 U 容易に 脫 出すべき 途あ bvj 言 ふ もの、 後を 追 ふ 傾向が 强 かつた 。更に 個人の 收 
入が混亂狀態に陷れるのみならす、何ょりも公私の社圑の財政が根本的じ崩壤にさらされて居た故に、 
それ 丈 時代は 逼迫した o かくて炉、る瞬間に余は宰相 ?£ して獨逸國の指導、延いては獨逸國に對する 
全責任を 引受けた ので ある。 

か、 る 破滅 的狀 態に 直面して 以下の ニ點が 必要 不可 缺で あつた 0 

一、 全體 的對 策を 以て 開始す る 事 0 

ニ、 卽座に 行動に 移す こ WO 

余は 少しも 猶豫 すべきでは なかつ た、 又 中途半端な 行動の 繼績 にょつ て 現存の 結果 w は異 つた 結果 
に 達し 得る ビは 望む V くもな かつた 。國 民が 全く 救濟さ る、 が 爲に 、此の際 望み 得べき 事は、 辯 舌へ 
の 勇氣で もない、 批判への 勇氣で もない、 行爲 への 勇氣で あつたの だ。 

若し ある 國土に 於て 十 萬の 農夫が 農場 耕地を 失は ん V 」 して 居るならば、 若し 十萵の 產業勞 働 者が パ 
ンを 失つ て 居るならば、 若し 一 萬の 企業* か 其の 門を 閉 さねば ならす、 そして 雇傭者 並びに 勞働赉 が 解 
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六 



雇 さる、 に 至るならば、 若し 六 百 萬に あまる 失業者の 群が、 しかも それ •か 絕ぇす 增加 しつ、 あつて、 
常に國、州、自治體の財政に滕倒的な重腿ミなり、 31 にあらゅる保護にも拘らす生活必需品をも購入 
し 難い V 」 するならば、 若し 精神的 ブ P レ タリ ャなる ものが 形式され、 其の 獲得せ る敎養 が 自らの 祝福 
なら 今して 呪咀 £ なるならば、 若し かつて 榮ぇた 工業都市は 荒廢 し、 大なる 地域が 其の 生産の 捌け口 
•かない 爲 全く 枯死に 頻 するならば、 若し 又 幼年 者 達が 戰傈す V き 赤貧の ため、 從つて 其の 結果 榮養を 
採り 得す 三 四才に 至る も齒が 生ぇぬならば、 若し 彼等に パン も ミルク も 調達され ないならば、 若し 獨 
逸國民 は ニ 千 萬の 過 刺を 來た したり ビ 主張す る 冷血なる 敵の 言葉が、 次第に その 恐るべき 現實に 依つ 
て 確認され るに 至るならば、 國民は 決して 低劣な ジャ ー ナヲ スト や、 議會 主義 時 喋 舌 家を 求め 叫ぶ もの 
ではない、 彼等は 決して 調査 委員 會 、國際 討議、 笑 ふべき 投票、 又は 内外の 所謂 「政治家」 の淺 薄な 
る空語を求めはしない。否、彼等は喋舌や、 .'1 にもつかぬ潮聞記事を超越して、救濟をもたらす行爲 
そのものを 求めて 叫ぶ ので ある 0 

國民はサロン'ホルシ-ゲ：スムの阈際通信員の文學的論文なざには興味はない、彼等はただ極端な 
る慘狀 ょり 開放す る 救濟に 興味を もつ ので ある 〇 然して か、 る 時に 國 民の 指導 統治を 引受くべき 使 
命を 義務 ビ して 感する ものは、 si 會 主義 的 慣例の 法則に 對し 責任を VJb 、 或は ある 民主的 観念に 束縛 
される 如き こ VJ なく、 專ら EI らに課 せられた る 使命に 責任を もつ ものである o 然して 此の際 此の 使命 



を 妨害す る ものは、 ボル シ ■< ゲ 4 ストぐ」 してで あれ、 民主主義 者 £してマあれ、革命的テ 13 9スト ^ し 
て V あれ、 或 ひは 反動的 空想家 VJ して ' S ' あれ、 等しぐ 國 民の 敵で ある。 か、 る 困窮 時に 於て 行動を な 
す ものは、 聖書の 文句を 下げて 漫然 ビ國中を遍歷し、或ひは無爲 (: 、或ひは他人の行動の批判に時日 
を 浪费 する 如き ものでは 斷じ てない、 然らす して 自らの 祈禱に 、人間を 神 VJ 結合 さす 最高の 形體卽 ち 
等 働の 形體を 創る ものである 0 

然して 今日 余は 獨逸國 民の 前に 此の 報 吿演說 をな すに あた b 、 余は 都市、 又 地方に 於て 自らの 勞働 
の 汗に 依り 篤實な る パンを 得てゐ る 何百 萬の 同胞を 眼を 見開き 誇りを 以て 迎ふる こどが 出來る 。此の 
五 年間 余 も 亦勞働 者であった の •た 〇 ただ 余 個人の 憂慮は、 余 以外 六 千 八 百 萬の 同胞の 生活 V 」 將來を 憂 
慮す る 念に 依つ て增 大したので あつた。 

之等勞 働 者 達が、 無爲 怠惰なる 輩の ために 其の 勞 働の 妨げら るを 當然 拒絕 する 如く、 余 も 亦、 余の 
仕事が 無爲者 無能者 或 ひは 惡意 ある、 且 怠惰なる 分子に ょつ て 妨害 さる、 を 拒絶し 來つた 。此の際 余 
は、 協力す る こ VJ なく、 漫 りに 吾等の 仕事を 批判し、 判 斷す るを 使命 VJ 心得る 如き 輩には 反對 すべき 
權利が あつた。 宗敎も 亦、 國 民の 救 濟を 遂行す る もの、 仕事に 參 加すべき 義務から 免 かる、 ものでは 
ない。 余が、 余 及び 吾等す ベての 仕事を か、 る 公然の 平和 攪亂 者から 防 C 權利を 有する こ VJ は、 此の 
仕事の 成果に 依つ て證 明したい ので ある。 此の 成果は 論議の 余地な き VJ ころで ある。 但し、 何ょ b 、 



余に VJb てこれ らの 成果は、 從來の 業緖を 手本 VJ して 爲し 得た VJ 言 はんよ b は 自らの 健全なる 判斷 
カ、並びに妨害の前に屈する.こ 5£ なぐ、それに對して勇敢に抵抗する眞正の意志を基礎どしてのみ行 
はれたが故にー層著しきものであつた0この際此處に余は猶1つ確認したいこ £ がある0 

獨逸國 が 今日 經濟 的に 救濟 された bvj するならば、 獨逸國 民は それを た マ 自己 嚮導 W 自らの 勞働 VJ 
に 歸せ しむ V きで ある。 外 國は これに 對し 何等 貢獻 する 所は な 炉つた 。嫌 惡に滿 ちた る 拒否、 又は 偏 
狡なる半可解以外には、獨逸國の爲救ひの手はおろか積極的利益 <£ して認められ得べきものは何1つ 
なかつ た。. 

余は 亦 これ 以上は 期待して ゐな かつた。 吾等 ナチ スに VJb ては、 政治的、 經濟的 又は 財政 的に もせ 
よ、他よりの助カに其の救濟を望む所はなかつた。此の救ひを全く自らのカの範圍內に於て求むるこ 
ビは 、吾人の 政治的 且經濟 的 信 條のィ P ハで あつたの だ 0 
此の際 以下の 如き 認識が 規準 ビ なる、 卽ち國 民の 生活 標準は 生活に 必要な 財貨の 總 生産額の 結果以 
外では あり 得ない。 換言すれば 獨逸國 に 於て 支拂 はれる 勞賃 全額 及び 總 俸給の 有する 實 質的價 値は 其 
の勞 働の 結果 生產さ れた 財貨に 相當 する に過ぎない ビの 認識で ある。 これは 「少なき 勞 働を 以てより 
多き 賃金を 與 へよ」 なる 叫びが 反響す る 時代に 於て は 非常に 人 氣の惡 い敎で ある。 

余が獨逸國の統治指導を引受けた時、失業者の數は六百萬以上に上り、その家族の數は千五百五十 



萬で あつた 。故に 此の 問題の 解決は、 此の 千 五 百 萬の 人に 生活 费 を支拂 ふの みならす、 此の 金で 買 ひ 
得 V き 物品を 生 產する こビが 肝要で あつた 。故に ナチ スの 經濟ブ P グラムは 貨幣 計畫に 非す して、 全 
く 生産 計 書で あつた o 生産の 全額が 增せ ば增す 程、 個人に 關 する 利益 配當が 大にな る譯 ある。 貨幣 自 
身は 生産物の 分配に 役立つ 一時的 手段に 過ぎぬ。 此の際 國民に その 生活 問題を 妨害な く 遂行す るに 必 
要なる 地位を 與 ふるため、 以上の 他に、 國民 生活 整備 品 W して 同胞に 直接なら す ど も、 間接に 役立つ 
如き 附邡的 生產が 行 はれねば ならな かつた。 これ ご共に獨逸救濟を、欺僞的货幣本位の策動ビ同ー視 
する こ V 」、 卽ち 賃金の 上下に つれて 價 格を 上下せ しめ、 市民を ごまかす こ V 」 は當然 禁じられた 。然ら 
すして 生 產の增 加に ょつ て堺 加せ る國民 所得に 固定せ る 購買力を 獲得す る こ VJ *> 必要で あつた 0 
ナチ ス *> 此の 問題を 解決した b や 否や、 解決せ せ ば 如何なる 程度にまで なされた る やを 示さん 
ため、 余は こ、 に 無味乾燥 乍ら 數 字を 上げて 吾人の 經濟 生活の 簡單な る 摘要を 示さん V 」 する もので あ 
る 0 

一九 三 ニ年卽 ち政權 獲得 以前は 獨逸國 民 所得は 四百 五十二 億 馬克で あつた 。一九 三 三年には 既に 四 
百 六十 六 億 馬克に 上り、 一九 三 七 年 じは 全額 約 六 百 八十 億に 達した 0 
此の所 得增 加に 拘らす 一般生活 费指數 は 殆んざ 全く 同じ 高さに 留つて ゐ た。 卽ち 一九 三 ニ 年は 一二 
〇 •六、 一九 三 七 年は 一二 五 •一で あつた。 

丨 一九 



卽ち國民1般收入が殆ん ^ 五〇 ^ の上昇を見るに拘らす1般生活费指数は四 ^ の上# 1- 止まつてゐ 

o 

此の 原因は 吾が 全 生産額の 增大に 存して ゐる 0 
産業 生產價 格は 以下の 如くで ぁる、 

一九 三 ニ 年 三百 七十 八 億 馬克 
一九 三 三年 三百 九十 九 億 馬克 
然るに 旣に 

一九 三 七 年には 七 百 五十 億 馬克 以上。 

これに對應して個別部門の販賣額は、例へば手エ業に於て、 

一九 三 ニ 年 九十 五 億 馬克 
一九 三 三年 百 一驚 克 
一九 三 七 年は 旣に 二百 二十 億 馬克に 達して ゐ る。 

比較の ため 此處に 小賣の 販賣價 格を 擧 ぐるなら ば、 

一九 三 三年 二百 十八 億 馬克 
一九 三 七 年 三百 十億 馬克 



S なる Q 

更に 亦 農產に 於ても、 それ 自身 從來旣 に 其の 耕作 狀態は 最高 程度に 達して ゐたに も 拘らす 、猶 其の 
結果は 上昇を 示して ゐ る。 

一九 三 ニ 年 八十 七 億 馬克 
な b しもの が、 一九 三 七 年には 百 二十 億 馬克を 起 過して ゐる 0 
此處に吾人がカを入れたのは價格形成の問題のみならす、增產の問題でもあるこビは獨逸國民の購 
買 力の 增加 及び、 それに 伴って 特に 食料品 市場への 殺到が 激增 したに も拘ら す、 一九 三 ニ 年には 食料 
の 七 五 % 迄を 自給し 得た ものを 一九 三 六 年には 八 一 ^ に 上昇せ しめる こ VJ に 成功した 亊實に 依つ て 解 
るで あらぅ o 產 業 生産額は 今や 三百 七十 八 億ょ b 七 百 五十 億に 上昇した が、 この 事實は 個々 の 例に 依 
b 個別的に 明瞭なら しむる こ VJ が 出來 る。 ナチス 五ヶ 年の 經濟 指導に 依り 
製 紙 五〇衫 上昇 
ディ ーゼル 油 製造 六 六 ^ 同 
石炭 產出額 六 八％ 同 
燃料 油 生産高 八〇％ 同 
石油 生産高 九 § 同 



人絹 生産高 
燈油 生産高 
銅鐵 生産高 
滑 油 生産高 
* ヘン ジン 及 其 他動 力 原料 
アルミ 二 ュ ー ム生產 高 

人造繊維 生産高 



一 〇〇％ 同 
一一 〇％ 同 
一六 七 % 同 
一九 〇 % 同 
四 七 〇％ 同 
五 七 〇％ 同 



ニ、 五 〇〇％ 同 

此の 素 振らし く 上# を 示した 國民的 生産は 獨逸 馬克に 其の 購買力、 延いては 其の 安定性を 確保す V 
き價 値を 附與 した ものでぁる、 同時に 一方、 此の 生産 上昇に 對應 して 失業者 數 は政權 獲得の 際に 六 百 
五十 萬を 超へ てゐ たもの が、 一九 三 七 年 十月の 初めには 約 四十 七 萬に 減少して ゐ る。 

生產 過程に 新規に 編入せられ たる 勞働 者數は 更に 猶 二百 萬の 增 加を 見て ゐる 0 
此の 法外なる 經濟 活動は 更に 貿易業に 於け る數 字に 依っても 示される。 世界 經濟 會議に も 列席せ 
す、 他の 强國の 如き 巨大なる 經濟的 可能性を も 有せす して、 吾人は 輸入に 於て は、 

一九 三 三年 度の 四十 ニ 億ょり 
1 九 三 七 年度の 五十 五 億に" 




輸出 1- 於ては 

一九 三 三年 度の 四十 九 億ょり 
一九 三 七 年度の 五十 九 億に 
增加さ す こ VJ に 成功した 0 

吾が 經濟 政策に 對する 獨逸國 民の 信用 もこれ に 對應 する ものが ぁり、 右は 貯金の 增 加に 於て 現 はれ 
て ゐる 。公立 貯金 組合に 於け る拂込 金增 加は 以下の 如くで ぁる 0 . 

一九 三 ニ 年 百 十四 億 馬克 
一九 三 三年 百 ニ 十一 億 馬克 
一九 三 六 年 百 四十 六 憶 馬克 
一九 三 七 年 百 六十 一億 馬克 0 

此の 計 畫的國 民 經濟は 組織的 利子 低下を 随伴 現象 ビして 伴つ た、 卽ち短 期 クレディ トに 於て は 
一九 三 ニ 年 六 * ー三 °/» ょり 
一九 三 七 年 ニ •九 三 % 

に、 長期 クレディ トに於 ては 

一九 三 ニ 年 八 •八ょり 



一九 三 七 年 四 •五 % 

に 低下を 示して ゐる 0 
國庫收 入 さへ も 亦 以下の 如き 額に 達した 0 

一九 三 ニ 年 六十 六 億 馬克 
一九 三 三年 六十 八 億 馬克 
一九 三 四 年 八十 ニ 億 馬克 
一九 三 五 年 九十 六 億 馬克 
一九 三 六 年 百 十五 億 馬克 
一九 三 七 年 百 四十 億 馬克 
一九 三 八 半には 恐らく 百 七十 億に 達する であらぅ。 . 

余は 此處に 此の 獨 逸生 産の 素 振らし き 上昇、 延いては 經濟隆 興の 證左 S も 言 ふべき 總額 中ょ b 、 少 
しく 數 字を 示して、 若干 槪觀 せん V 」 する ものである 0 
吾が 网經濟 の 最も m 要なる 基礎の 一は 吾が 豊かなる 石炭 埋藏 量に ある 0 
石炭 採掘 量は 各 年 以下の 如くで ある 0 

一九 三 ニ 年 一霞 百 七十 萬噸 



九 三 三年 
九 三 四 年 
九 三 五 年 
九 三 六 年 
九 三 七 年 



一億 九 百 七十 萬噸 
一億 ニ 千 四百 九十 萬噸 
一億 四千 三百 萬噸 
一億 五 千 八 百 萬噸 
一億 八 千 四百 五十 萬噸 



褐炭の 採掘 量 も 亦 類似の 樣 相を呈 して ゐるハ 



九 三 ニ 年 
九 三 三年 
九 三 四 年 
九 三 五 年 
九 三 六 年 



一億 ニ 千 二百 六十 五萬噸 
一億 ニ 千 六 百 七十 九噸 
一億 三千 七 百 二十 七 萬噸 
一億 四千 七 百萬噸 
一億 六 千 百 三十 七 萬噸 
一億 八 千 四百 七十 萬 噸 



一九 三 七 年 
議員 諸君！ 獨逸國 民 諸君！ 

石炭 約 八 千萬噸 、褐炭 六 千 二百 萬 噸に のぼる 年 採掘 量增 加は、 非常に 持て 囉され たる 民主主義 時代 
に 流通して ゐた 貨幣が 何等の 對價な くして 幾 十億の 增 加を 見た る VJ は 全く 別な 價値耍 素で ある。 更に 



之に 劣らす 驚嘆すべき 事實は 鋼 鐵及ぴ 鑄 鐵生產 及び 獨逸 鐵鑛の 採掘 量に 見られる。 
ー九三三年に於ける獨逸の鋼鐵生淹高は九百六十六萬噸であつた、それ *> 

一九 三 四 年 一千 三百 五十 五 萬 五千噸 
一九 三 五 年 一千 六 百 一 萬噸 
一九 三 六 年 一千 八 百 六十 一 萬 四千 噸 
一九 三 七 年 一千 九 百 二十 萬 七千噸 
ビな つた。 然して これは 一九 三 八 年には ニ 千 百 萬噸に 達する であらぅ。 

同時に 鑄 鐵生產 は 百 四十 萬噸ょ b 三百 七十 萬噸に 上昇した 0 

これ 等は 一生 産 過程の 結果で あるが、 其の 外面 的 特徵は 今や 再び 煙を 吐く 幾千の 煙突で ある、 何千 
何百のエ場ビ仕事場、其處に何百萬の獨逸人が再び仕事ミパンを得てゐるのであるが、ナチスは彼等 
を 其の 失業から 救 ひ 出した ので ある 0 

ァメリヵ 合 衆國に 次いで 獨逸は 今日 斷然 世界最大の 鋼鐵國 V 」 なつた ので ある 0 
獨 逸鐵鑛 採掘は 

一九 三 ニ 年 百 三十 萬噸 
であつ たが、 これ も 上昇を 示して 



一九 三 三年には 旣に 
一九 三 四 年 
一九 三 五 年 
一九 三 六 年 
一九 三 七 年 



二百 六十 萬噸 
四百 三十 萬噸 
六 百萬噸 
七 百 五十 萬噸 
九 百 六十 萬噸 

S なつた o 

これは 一九 四 〇 年には 旣 K 開始され たる 計 書に 依 b ニ 千 萬噸に 上る であらぅ 。然して 更に 四 ヶ年計 
書の 遂行 過程に 於て 吾が 黨員ゲ ーリ ング によりて 基礎 づけら れ たる 追加 採掘が 加は るべ く、 ヘル マ 
ン •ゲ ー? ン グ國營 企業の みに て も 其の 額 一九 四 〇 年には ニ 千 一 百 萬噸以 上に 達する であらぅ 。獨逸 
國鐵鑛 採掘は これにより 一九 四 ◦年には 一九 三 ニ 年の 百 三十 萬噸 じ對 して 總計少 SJ も 四千 一 百 乃至 
四千 五 百 萬噸に いたわる わけで ある。 

この 事實 (: 依つ て 獨逸國 民は、 國民の 困窮は 喋 舌に よらす して、 た マー 囘の 偉大なる 處 置に 依つ て 
除去し 得る こ w を 察知すべき である。 

同じく 他の 諸 領域に 於ても 獨 逸の 國內 生産は 增 加して ゐる 0 

例へ ば 水 礬土鑛 の 採掘は 一九 三 ニ 年の 千 一二 百 六十 噸よ b 、 一九 三 七 年には 七 萬 三千 二百 八十 噸に上 



昇、 マグネ シート 採掘 額は 零より ニ 萬 一千 噸に 上昇 0 
螢石 採掘 量は 

三 萬 六千噸 よぅ 十二 萬 七 千 噸に上 昇。 

重晶石 採掘 量は 

十一 萬噸 よ. り 四十 ニ 萬 三千 噸へ 上昇。 

石墨 採掘 量は 

ニ 萬 一千 噸 より ニ 萬 四千 噸へ上 昇。 

アスフ T ル ト 石灰 採掘 量は 

三萬三千噸より十萬九千噸へ上昇〇 
砒素 鑛 採掘 量は 

ニ 千 八百噸 より ニ 萬 六 千 四百 噸、 上昇。 
黃鐵鑛 採掘 量は 

十六 萬 五 千噸よ b 四十 ニ 萬 噸へ 上昇 0 
ニッケル 鑛 採掘 量は 

零よ b 八 萬 七 千 噸へ上 昇 0 



鉛 及 亞鉛鑛 採掘 量は 

百 十八 萬噸 より 二百 四十 萬噸へ 上昇。 

加里 原鹽の 採取は 一九 三 ニ 年 六 百 四十 一 萬 五千噸 より 千 四百 四十 六萬噸 に 上昇を 見た。 

石油 産出高は 一九 三 ニ 年の 二十 三 萬 八 千 六百噸 よ-' 一九 三 七 年には 四十 五 萬 三千 噸に 上昇 a 
動力 輕 油、 卽 ちべ ン デン 其の 他の 生産額は 一九 三 ニ 年の 三十 八 萬 六 千噸よ b 一九 三 七 年 U は 百 四十 
八萬噸 に 上昇、 然して 本年は 四ヶ年 計 書の 諸 大工 場 未だ 活潑な る 活動を 始めざる にも 拘らす 百 七十 萬 
噸を 超過す る 見込で ある 0 

ディ ーゼグ 油の 生産は 六 萬噸 より 十二 萬噸に 上昇を 見、 更に、 

滑 油 生産額は 

四 萬 五千噸 より 十四 萬噸 へ、 

燃料 油 生産額は 

十六 萬 七 千噸 より 三十 ニ 萬 噸 へ、 

燈 油生產 額は 

一 萬 九 千噸よ b 四萬噸 へそれ ぞれ 上昇。 

羊毛の 生産は 四千 七百噸 より 一九 三 七 年には 七 千 五 百噸に 昇 b 、 猶、 



亞麻は 三千 百噸よ b ニ 萬 四千 噸 へ、 

大麻は 二百 十噸よ b 六千噸 へ、 

人造繊維は 四千 噸 より 十萬噸 余へ、 

人絹は ニ 萬 八 千 ® よぅ 五 萬 七 千噸 へ、 

それぞれ 上昇した 0 

余は 以上の 他に 猶 多くの 例を 擧げる こ V 」 も出來 る、 これ 等は すべて、 吾等 國 民に 於て 未だ 嘗て 類似 
の もの すら 遂行せられ ざり し 事業の 記録的 實證 である 0 

この結果に加ふるに更に數年の中にかの四ヶ年計晝の互大なる附加的結果があらはれて來る0か、 
る 世界的 業績に 對 し、 內 外の 愚 評 家 輩の あの 馬鹿らしき 蒙昧 さ、 かの 固陋 且惡意 あるジ ャーナ リスト 
又は 議會 主義 的 無能者 等の 駄文は 何を 言 はん W する か。 若し 他の 國々 で、 自ら も 危機に 直面し 乍ら、 
しかも 吾人を 批評し 又は 賢明なる 獻策を なすべき VJ 信す る もの あ b W せ ば、 そは 世界 歴史上の 滑稽 事 
ではない か o 

吾人は 他よりの 助言 も 助力 もな く、 世界 列國が 手を束ねてな す 所を 知らざる 困窮を 除去 せん VJ 試み 
たので ある o 

此處じ 余は 吏に 他の 二三の 領域に 於け る 吾人の 業績を 國 民に 語りたい 0 



自動車 及び ォート バイ 許可 數は以 下の 如くで ある。 



一九 三 ニ 年 
一九 三 七 年 
乗用自動車 

一九 三 ニ 年 
一九 三 七 年 
貨物自動車 

一九 三 ニ 年 
一九 三 七 年 



五 萬 六 千 四百 臺 
二十 三 萬 四千 臺 

四 萬 一千 臺 
二十 一 萬 六千臺 



七 千臺 

五 萬 九 千 六百臺 

總計に 於て 獨逸國 は 五 年 半 前には 百 五十 萬臺な b しもの が、 今日は 約 三百 萬 臺の車 輔數に 達した の 
である o 

大衆 (廉價 ) 自動車は 數 年を 出で 中して 全く 異 つた 數 字を 示す に 至る w 思 はれる。 

一九 三 七 年に 於て、 一九 三 ニ 年度ょ， 〇 約 五倍の 自動車、 ォ ー トパィ が 許可され たので あるが、 一方 
其の 輸出 額は 一九 三 ニ 年度の 八 倍に 上# したので ある 0 



獨逸 國內 航行に 於け る 輸送 貨物 数量は 

一九 三 ニ 年 七 千 三百 五十 萬噸 
一九 三 七 年 一億 三千 萬噸 

大規模に 涉 b 新しく 行へ る 治水工事、 運河 開拓は 今日 旣に 巨大なる 發達を なした 國內 航行 網を 補充 
し、 且 ょり 大なる 交通 發達に 導く であらぅ 0 
海上 航行に 於て 其の 輸送 數量を 見れば、 

一九 三 ニ 年 三千 六 百萬噸 
一九 三 七 年 六 千 百 萬噸 

かくてー九三ニ年に於けるヱルべ河ごクェーゼグ河ゝ其の他各地の沿岸區域の船舶の墓地は消失し 

た。 

造船所に 於け る 新 建造 も 之に 對應 した ものが ある。 一九 三 ニ 年に 於け る 造船所 船舶 註文 數はニ 萬 ニ 
千噸で あつて、 且猶 これは 國內 註文の みに して 外國 ょりの 註文は 殆んざ 皆無 ビ稱 しても 差 支へ なかつ 
た。 がー 九 三 七 年の 終りには 以下の 如き 様相を 示した 0 
卽ち 建造に 着手せ る ものは 內网 註文 三十 七 萬噸 、外國 註文 三十 五萬噸 、更に まだ 着手に 至らざる も 
のに 約 四十 萬噸の 註文が ある。 



軍艦 新造は こ、 に 算入され て 居らぬ o 卽 ち、 一九 三 ニ 年には ニ 萬 ニ 千噸の 建造 註文を 受けて ゐた獨 
逸造 船 所は" 目下の 所 民間 航行に 對 する ものの みで、 旣に百 二十 萬 噸の 註文を 受け 建造しつつ ある 宿 
様で ある 0 

獨逸 國有鐵 道は" 其の 貨物輸送に 使用せ る貨萆 仕 立數は 一日 平均 一九 三 ニ 年に 比し、 一九 三 七 年は 
四七 ^ の增加を見てゐる。貨物輸送による收入もこれに對應し、卽ちー九三七年はー九三ニ年に比し 
七 〇％ の增收 、又 輸送 貨物の 增加 率は 七 八 ^ 、 H に噸轩 (ー噸 の ものを ー钎 輸送す る 運 貸) の增 率は 
八 三 % に 至つ て ゐる 0 

國有鐵 道 所屬の 貨物 自動甫 現在高は 一九 三 ニ 年の 二百 十七 臺 より、 一九 三 七 年には 三千 百 三十 七臺 
に增 加、 貨物自動車 線の 數は 五十 三よ b 千 百 三十 一、 自動車 線の 延長は 千 三百 二十 ー轩 よ. 〇 四 萬 六 千 
七 百 十五 轩に增 加した 。急行 旅行 車の 交通 も 以上 V 」 同程度の 增加を 見て ゐる 0 

獨逸國 有鐵道 所屬バ スに よる 旅客 輸送 總數は 一九 三 ニ 年の 四十 八 萬 人よ b 、 今日は 二百 五十 萬 人に 
增 加した G 

國鐵の 業績は 上昇せ る 運輸 噸轩の 數値に よりて 示される、 噸轩數 は 千 七 百 八十 億より ニ 千 七 百 四十 
億卽ち五四％の上昇である0國鐵交通の他のす.ぺての領域に於ても间じ様な上#が見られ、其の決定 
的の 證左 V 」 なる ものは 其の 收入で ある。 一九 三 ニ 年の 總收ス 二十 ニ 億 三千 四百 萬 馬克が 1 九 三 七 年に 



は旣に 四十 四 億 八 千 萬 馬克に 增 加して ゐ る。 

獨逸 國遞信 事務 增進 も亦獨 逸經濟 生活の 力強き 一般 興隆を 保證 する ものでぁる 0 

取扱 郵便 總數は 一九 三 ニ 年の 五十六 億 通よ b 、 一九 三 七 年の 六十 四 億 通に 增 加し、 小包 總數は ニ 億 
ニ 千 七 百 萬 件よ b ニ 億 九 千 六 百 萬 件に 上昇した 0 

郵便振替 口座 數は百 ニ 萬 千 八 百 十九より、 百 十一 萬 九 千 三百 七十 ニに 增加 、ーヶ 年： 午 均 振替 貯金 高 
は 四 億 六 千 百 萬 馬克よ b 、 七 億 ニ 千 九 百 馬克へ 增 加。 振替 口座 拂込 件數は 七 億 三百 萬 件より 九 億 四百 
萬 件へ、 振替 口座 拂込 額は 千 三十 億 馬克よ b 千 六 百 十億 馬克へ 上昇。 公衆電話 施設 數は 二百 九十 六 萬 
より 三百 五十 七 萬 八 千、 飛行 郵便物は 十三 萬 五千瓧 より 三百 六十 萬瓧へ 上昇。 全收入 合計は 十六 億 五 
千 八 百 萬より 十九 億 四千 萬へ 增 加。 

遞信 省營 自動車 線に よる 旅客 輸送 數は 一九 三 三年は 六 千 萬 人、 一九 三 七 年には 八 千 萬 人 以上に 及 

ぶ 0 , 

航空郵便 路の 延長は 三 萬 一千 轩 より 六 萬 ニ千钎 に增 加を 見、 其の 一年間 飛行 距離は 九 百萬钎 より 千 
八 百萬轩 へ增 加。 更に 飛行 旅客 數は十 萬 人より 三十 ニ 萬 六 千 人に 增 し、 飛行機 發着場 數は 一九 三 三年 
以來 其の 數約百 以上の 增加で ぁるが、 更に これに 交通 及び 工業用 目的の 爲の 六十 ニの 着陸 場を 加算す 



一九 三 三年 以來獨 逸 飛行 スボ ーッ協會は其の會員數六十萬を數へ、ー九三七年にはナチス飛行家團 
は 會員數 三百 萬 人を 有し 內五萬 人は 飛行士に して、 發動 飛行 學校 六、 ダラ ィダ ー 飛行 學校 二十 ニを 有 
し、 發動 飛行機 四百 臺 、ダラ ィダ ー 四千 七 百臺を 有して ゐる 0 

更に 獨逸 道路建設の 發展は 更に 著しき ものが ある。 道路 維持 及び 建設の ため 支出した る 額は 獨逸國 
自動車 道路を も 含めて、 

一九 三 ニ 年 四 億 四十 萬 馬克 

一九 三 三年 七 億 八 百 萬 馬克 • 

一九 三 五 年 十三 億 ニ 千 五 百 萬 馬克 
一九 三 七 年 十四 億 五 千 萬 馬克 

ニ千三百轩が此の建設のため提供された〇獨逸國自動車道路網は徙界最大のエ事であつて、旣に土 
壤移 動量 ニ 億 四千 立方 米に 及び， パナマ運河の 建設工事を 遙炉に 凌駕して ゐ る。 

國 道に 關して は、 一九 三 四 年ょり 一九 三 七 年に 至る まで U 、 延長 約ー莴 钎に涉 b 車道は 六 米、 全幅 
員は 八 米 乃至 十米擴 張せられ た。 

七 千 五 百轩は 重鋪裝 又は 中 重 鋪裝が 施された 。改造 又は 新造され たる 橋梁 數三百 四十 四、 百の 軌條 
踏切は 除去せられ、 迂囘 道路が 造られた。 



同時に 一等 及 二等 縣道も 延長 六千轩 に 涉り熵 張せられ 內 重鋪裝 又は 中 重鋪裝 せる もの 五千轩 。右 道 
路のために橋梁の改造又は新造されしもの其の數六百、同じく無數の踏切は除去せ ?>. れ、迂囘道路が 
建設され た。 

大 橋梁の 架設され しもの 



ラィン 河 六 
エル V 河 四 
ォ丨 デル 河 ニ 
ドナ ク河 三 
•ゥ J 1 丨ゼ r 河 一 
•フレ 丨ゲ r 河 一 



其の 他 自動車 道路の ため 約 三千 四百の 架橋が なされた。 

これ 等 諸般の 領域に 於け る 業績が 素晴らしぐ 發展 せる 如く、 住宅 建築に 於け る 活動 もこれ に 對應し 
て 上昇を 示して ゐ る。 卽ち 一九 三 七 年には 旣に 三十 四 萬 軒の 家屋が 新築 せらる るに 至り、 こは 一九 三 
ニ 年に 比し 二倍 以上の ものである 0 

ナチ ス政權 獲得以 來總計 百 四十 萬 軒の 家屋が 住宅 市場へ 提供され たこ V 」 になる 0 



余は 今 此處に 吾等の 偉大なる 組織 VJ 社 會 救護 事業に 關し 二三を 述べて、 以て 以上の 補足を なさん VJ 
する 0 

獨逸 勞働戰 線の 個人 會員は 一九 三 七 年に 於て 千 七 百 九十 七 萬 人、 これに 園 體會 員を 加算 すれば 其の 
數ニ千 萬を 超 ゆる。 伹 しこれは 全阈 文化 會議所 及全國 農業 生產 協同 體の會 員は 省いた ものでぁる 0 

これ 等勞働 者の 福祉の ための 業績を ■述べょぅ。 

政權 獲得 以前の 貨率 構成は 以下の 如く 要約し 得る。 

賃率 協定 一 萬 三千、 利害 關係 諸圈體 の 妥協、 貸 率 形式 主 _ 、勞働 條 件の 標準化、 協定 率 以下の 賃金 
供與 、勢力 鬪爭卽 ち ストラィク ビ口 ツクア クト 、一般的 不滿 0 

ナチ ス 建設 事業 五 年後は、 

賃率 規定 七 千、 權利關 係の 明瞭 化、 賃率 形式 化 排斥、 最低 勞働條 件の 規定、 能率に ょる 賃金 制度 設 
定 、ストラィク、 p ック アウトに 依る 階級 鬪审 消滅、 協定 率 以下の 賃銀 供與 停止、 總 ての ft 會的 利害 
の 效果的 保護、 獨逸 勞働戰 線に 依る 社 會的 調整、 全體に 百 一る 社會的 平和。 

政權 獲得 以前には 休暇 狀 態は 次の 如くで ぁつた。 

主 ビ して 勞働者 自身の 負 擔に據 る 休暇、 法規に 定められた る 休暇 要求 權の缺 如、 最初の 休暇 供與ま 
での 期間 過 長、 たか ♦たか 五日 間以內 にして 休暇 期間 不充分 . 0 



ナチ ス 建設 事業 五 年後、 

すべての 勸勞 同胞に 休暇 中 も 賃銀の 支拂 を受 くる 權 利を 與ふる 事、 最長 休暇 期間の 廢 止、 最短 休暇 
期間 制度、 職業、 年齡 、就職 年限 並びに 勞働 難易 等の 差等に よる 等級 的 休暇 制度、 休暇 供與 までの 
期間 短縮、 卽ち 通常 第一 囘 休暇 許可まで 六 ヶ月、 若年 者に 對し 十八 日 迄の 休暇 期間 延長、 季節的 勞 
働 者に 對して も 亦 休暇 供與 をな す こ V 」、 クラフト •ドル ヒ •フ TJ ィデの 安上りな 旅行に 依る 健康 增 
進 0 

政權 獲得 以前に 於け る 賃金 政策は 次の 如くで ある 0 

賃金は 「勞 働」 なる 商品の 價格 VJ 等しき こビ 。形式 化せる 最高 賃金、 失業に 依る 賃銀の 低下、 協定 
率 以下の 賃銀 支拂 、個別 勞 務支拂 W 能率 低下、 收 入の 不安定、 休暇に よる 減收 0 

ナチ ス 建設 事業 五 年後。 

勞働權 の 確保、 最低 收 入の 保證 、生 產增 加に 伴 ふ 賃銀の 增 加、 賃金 VJ 能率の 關聯 緊密 化、 收 入の 安 
定 、健全 且誠實 なる 個別 勞 務支拂 制度、 家族 負擔 調節の 處 骰、 休 祭日 中の 資金 支拂 0 

國民 保健に 關 しては 次の 事に 論及せ ねばなる まい。 卽 ち、 

生産 人の 保健は 阈民 及び 國に 重大なる 意義 ある こ VJ を 認識し、 獨逸 勞働戰 線の 方面より 此の 問題に 
對し 特に 注意が 拂はれ てゐ る。 以下に 述ぶ る數 字が これを 示して ゐる C 



一九 三 三年に 於け る 工場 審査 及 工場 調査 件 數約ー 萬 七 千、 從業 員の 健康 診斷數 は、 疾患 治療の なさ 
れ たる ものを 含めて 約 六十 ニ 萬 件、 工場 視察 囘數約 三 萬 六千囘 、企業者 •か 社 會的條 件 改善の ために 支 
出した る 金額は 一九 三 三年 以来； K 億 馬克を 超過、 しかし これ 等は 以前は いづれ も ストラィク、 口 ック 
アウトに ょ^' 浪费 せられた る ものである。 

改良せられ 若く は 新設せられ たる ものを 個別的に 示せば 次の 如くで ある。 

作業場 ニ 萬 三千 
仕事場 六 千 
食堂 及 控室 一 萬 七 千 
洗面 室 及 更衣室 一 萬 三千 
勞働者 親睦 俱樂部 八 百 
ス. ホーッ 施設 一千 二百 

更に 三千 六 百の 船舶に 於る 船員 用船 室 設備の 改善、 又 村落 美化運動に 參 加しつつ ある 村落 數五 千を 
數 ふる 0 

獨逸國 民敎化 事業は 勞働 者を して 約 六 萬 ニ 千の 催し、 卽ち 工場、 都市、 村落に 於る 個別 講演、 連 續 
講演、 國民敎 化 事業、 又は 勞働 協同 會 、參觀 、修學 旅行、 展 I 兄 會 等の 訪問 參加を 可能なら しめたので 



四 〇 

ある 0 

これ 等 催 物に 參加 せる 人員 數は 一九 三 六 年に 於て 一千 萬 人を 超 ゆる ものが あつた。 演劇 開催 數四萬 
八 千を 通じて 觀劇者 約 ニ 千 二百 十 萬 人、 更に 映 * 上映 數四萬 七 千、 その觀 覽 人員 數約 一千 八 百 六十 萬 
人、 音 樂會數 一 萬 一千 囘 、右 聽衆數 約 五 百 六十 萬 人、 工場 內展资 會 一千 三百 囘、 右參觀 者 約 三百 三十 
萬 人。 其の 他 十二 萬 一千 囘の 文化的 催 物に 於て 合計 五 千 萬 人を 超 ゆる 參加 者を 見た 0 

加 之 十八 萬 以上の 收容カ ある 約 六 百の 勞働者 協同 宿泊所 (國有 自動車 道路 合宿所、 ァ ■ル ブス 道路 合 
宿所、 國防 工事 合宿所 等) が 經營 せられた o 更に 阈軍關 係 者 及勞働 奉 什 圓參加 者の ため 三百の 特別 催 
物が 行 はれ、 其の 自由時間を 慰勞に すごせし 人員 數 十九 萬 人。 水陸 旅行 等參加 者數七 萬 四千 人 〇 國軍 
ぐ」勞働奉仕團の間に三十四囘の共同催物行はれ、ニ十ニ萬五千人の參加を見てゐる0軍樂隊、勞働奉 
仕 湖の 音 樂等 にょる 工場 演奏 會數 四百 八十、 其の 參加者 約 五十 萬 人。 卽ち 自由時間を 有 效に 利用し 得 
たる 者の 總數は 二百 萬 人 以上に 及ぶ わけで ある 0 

ス. ホ ー ッの 領域に 於ても、 其の 練習 時間 延長は 百 萬 時間を 越へ、 其の 參加 者は 約 ニ 千 百 萬 人に 及 
ぶ 。海水浴場で ス。 ホ ー ッ的 保育を 受けた る 同胞は 其の 數三 十五 萬 o 然して スポ ーッ 技術 指導は 四千 五 
百に 余る ス •ホー ツ敎師 の 手に 委ねられて ゐ る。 かくの 如く 勞働 者の ために 考慮せられ たるは 未曾有の 
事で ある Q 



旅行、 遠足、 休暇 利用 法 も 非常なる 發展を なした 。海路 旅行は ノ ー ルゥ ニイ、 マデイラ 、アツ ォ ー レ 
ン 、伊太利へ W 及び、 以下の 數 字は 更に 其の 槪觀を 示す であらぅ 0 

一九 三 四 年 以來行 はれし 所を 見れば、 總計 航海 數 三百 八十 四囘 、參加 者 四十 九 萬 人、 陸路 旅行 六 萬 
囘以上、參加者一千九百萬人、遠足十ー萬三千囘、參加者三百萬人0獨逸勞働戰線には九隻の海洋汽 
船備 へられ、 內四隻 は 同戰線 所有 船で ある。 クラフト •ドル ヒ •フ p イデ 艦隊に 使用せられ たる 全額は 
今日 迄で ニ 千 百 萬 馬克を 超へ、 該團の 爲の經 费總額 は 投資 及び 船舶 建造 费を 除きて 一九 三 四年以 來約 
七 千 七 百 萬 馬克に 達して ゐる o 一 九 三 四年該 圃體 創設以 來催 物に 參加 せる 人員 總計 一億 五 千 五 百 萬 人 
にの ぼる 0 . 

ナチ ス 施設 中 全く 斬新に して 純 ナチ ス的な る ものは 勞働 奉仕で ある。 一九 三 三年には 志願 制 勞働奉 
仕 ビして、大勞働奉仕圈約十ニ、小勞働奉仕网約百を數へた *> 、ー年半の後には新勞働奉仕の建設は 
大體に 於て 確立され た o 現在では 年ニ囘 交替の 六 ヶ月 期間の 勞働 奉仕を なす もの 其の 數各約 二十 萬、 
女子 勞働 奉仕に 於て は參加 婦女子 數ニ萬 五 千を 數ふ ◦然して 一九 三 三年 以來勞 働 奉仕 訓練を なせる も 
の 男子 百 八十 五 萬、 女子 十二 萬 VJ なつて ゐ る。 

更に 亦 獨逸靑 少年 指導 も 驚嘆に 價すべ き 様相を 示して ゐ る。 政權 獲得 以前には 獨逸靑 少年は 無數の 
II 體 K 分れ、 全く 雜然 たる ものが あつた。 倂し 今日に 於て は 全 獨逸に 唯一の 靑 少年 組織 あるの みで あ 

四 一 






西 二 

る、 卽ちヒ トラ ー •ユー ゲント £ 1: トラー少女 1|1 これでぁる0ー九三七年には團員數實に七 13' 腐人以 

上、 

地方 部 及 地方 支部 指導者 九 名 
地區 、小 地區及 小管區 女子 指導者 五十 九 名 
地區 支部" 地 區分會 指導者 九 千 名 
支部 男女 指導者 五十 五 萬 五 百 名 • 

が 此の 最も 力強き 現代的 靑 少年 運動に たづ さはつ てゐる 0 
全國 職業 競走 參加 少年少女 數、 

一九 三 四 年 五十 萬 人 
一九 三 五 年 七十 五 萬 人 
一九 三 六 年 百 三 萬 六 千 人 
一九 三 七 年 百 八十 萬 人 
他の 國々 に 於て は靑 少年は 勞働反 對の煽 動を ぅけて ゐる 0 
全國 スボ ーッ 競技 も 亦 類似の 様相を 呈し てゐ る、 卽ち 其の 參加 者は、 

一九 三 ニ 年 百 六十 萬 人 



一九 三 四 年 二百 五十 萬 人 
一九 三 五 年 三百 七十 萬 人 
一九 三 六 年 五 百 八十 萬 人 
一九 三 七 年 六 百 十 萬 人 

ヒ トラ ー靑少年海兵國は間員四萬五千を有し、ヒトラー靑少年モーター圑は團員六莴人を擁する0 
グラ ィダ ー部門において飛行訓練協同作業を受けたる靑少年 |1] 員數五萬五千。然して七萬四千の靑少 
年が ヒ トラ ー靑 少年 航空 園を 組織し、 一九 三 七 年の みに て もグ ラィ ダー 飛行 試驗に 合格せ る もの ー莴 
五 千を 數 ふる。 

小口 徑射擊 に 於て は 規則的 敎 育を 受 くる もの 今日 百 二十 萬 人、 これの 栺導に ぁたる もの 七 千 0 
目下 ヒ トラ ー •ユ ー ゲント 專用 VJ して 建設 中の 合宿所は 其の 數千 四百、 學校も 亦多數 建設 中で ぁる。 
靑 少年 宿泊 事業に 於ても 一九 三 七 年に 於て 宿泊所 數ニ 千を 超へ、 之の 利用 囘數は 約 八 百 萬に 及ぶ。 
此の宿泊數は全世界の靑年宿泊所の宿泊數の八倍以上の多きに達してゐる。 

これ 等靑 少年の 健康に 關して は、 ヒ トラ ー •ユー ゲントに 於て 醫師 四千 人、 男女 齒科醫 八 百 人、 藥劑 
師五百 人 活動し •これ 等 K 對し 少年 潜 護 長 四 萬、 事故 救急に 奉仕す る 少女 三 萬 五 千が 助手の 役目を つ 
£ めてゐる0個々の靑少年少女の健_保健は保雄局ょり差向けられたる三萬人以上に及ぶ醫師にょむ 
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四 四 



處理 せられる。 年に ー囘全 獨逸靑 少年の 保健 點呼 (體格 檢査) が 行 はれる が 醫師の 診 斷を受 くる もの 
は 目下 年に 百 萬 人を 超へ て ゐる狀 態で ある 0 

大社 會 事業 中 最も 目覺 ましき ものは 獨逸 冬期 救濟 事業で ある。 其の (資金 寒 集の) 收入 左の 如し 0 



一九 三 三年 

一九 三 四 年 1 一九 三 五 年 
一九 三 五 年 丄九三 六 年 
一九 三 六^ 一九 三 七 年 



三 億 五 千 萬 馬克 
三 億 六 千 萬 馬克 
三 億 七 千 百 萬 馬克 
四 億 八 百 萬 馬克 

一九 三 四 年ょりの 合計 總 額は 卽ち 十四 億 九 千 萬 馬克 0 
こは 自發的 喜捨の 意味で 一九 一二 年— 一三 年の 有名なる 國防獻 金を 三 億 馬克 超過して ゐ る。 此の 力 
强き瓧 會救濟 事業は 更に r 勞 働の 犠牲」 財圈 ょり 一千 萬 馬克 以上、 藝術家 報恩 財® の 寄附 三百 五十 萬 
馬克、 ゲ べルス財圑にょぅ百萬馬克が補充されるのでぁる。 

ナチス政權獲得以前には此の互大なる事業に較ぶべきものは何ーつなかつたのでぁる。 

此の 全般的 興隆に 獨逸國 民が 非常なる 關心を 有して ゐるこ VJ は、 演劇、 映啬の 催しの 觀 客數が 常に 
上昇を 示して ゐるこ V 」、 及び ラ デ ォ聽取 者數の 激增に 依つ て 窺 ひ 得る 0 

一九 三 七 年の みに て も 十五の 政治 展覽會 ぁ b 、 其の 入場者 數は 一千 八 百 萬を 數へた 〇 ラ デ ォ聽取 者 



數は 一九 三 ニ 年 1 四百 二十 萬 人、 一九 三 七 年 1 九！ m 八 萬 七 千 人 Q 聽取收 入 高は 一九 三 ニ 年の 九 千 三百 
萬 馬克よ. り 一九 三 七 年には ニ 億 四百 萬 馬克に 增 加。 

ラ デ ォ聽取 器 製造 高は 

一九 三 ニ 年 百 一 萬 一千 個 
一九 三 七 年 百 六十 八 萬 一千 個 
此の 他に 大衆 (廉價 ) 聽取器 四十 七 萬 五 千 個。 

卽 ち政權 獲得以 來 、聽取 器總數 一千 五十 萬 個で ぁる。 

獨逸 常設 演劇 場數は 

一九 三 ニ 年 百 九十 六 
一九 三 七 年 二百 六十 三 

舞臺 關係從 業者 數は ■丨 
ニ 萬 ニ 千 人より 三 萬 七 百 三十 人に 上昇。 

余が こ、 にこれ を 言 ふは、 獨逸は 吾が 政權 獲得以 來 文化 生活 低下せ りビ稱 する、 惡意 ぁる 外 國デャ 
丨ナ リズムの 主張に 反駁 せんた めに 外なら ない 0 

獨 逸文 化發展 の 全 様相は 全世界の 評價に よって 最もよ く 知 b 得る。 無数の 褒賞、 名# 賞狀 、金メ ダ 
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ルが この 評價の 外に あら はれた 證據 である 0 

グ ラフィク 發兗總 部數は 一九 三 七 年までに 九 百 五十 萬 部より 千 五 百 萬 部に 上# 〇 獨逸 訪問 外國 新聞 
記者 數も亦 一九 三 ニ 年の 八 百 七十 ニ 名よ b 一九 三 七 年には ニ 千 九 百 七十 三 名に堺 加して ゐる 。吾が 獨 
逸 國の狀 態を 彼等の 知らざる は 何故な b や VJ 反問したい 位で ある。 旅行者の 往來を 見るならば、 宿泊 
屈出數は一九三ニ年に於て千四百三十萬件、延宿泊數四千九百萬なりしものがー九三七年には屆出數 
ニ 千 七 百 萬 件、 延 宿泊 數 一億 三百 萬に 達して ゐる 0 
外 國人數 は 一九 三 ニ 年に 於て 宿泊 宿所 屈 出數百 十一 萬 四千 件、 一九 三 七 年には 其の 數ニ百 四十 萬 件 
宿泊 數に 於て は 二百 六十 七 萬 三千よ b 七 百 萬に 增 加を 見てゐ る o 英國 人の ロから 蘇聯を 旅行した る も 
の、 總數 をき いて 見る の も 亦 一興で あらぅ 0 

獨逸映窬の觀客數はー九三ニ年にニ億三千五百萬人なりしが、ー九三七年迄で其の增加は三億七千 
六 百 萬 人 W なり、 其の 收入 額は 一九 三 ニ 年 一億 七 千 六 百 馬克よ b、 一九 三 七 年は ニ 億 九 千 萬 馬克に 至 
つて ゐる o 

今 余は、 莫大なる 數値數 量の 中より た ^ 小數 の記錄 5£ 年月を述ぶるに止めたが、此の獨逸生活輿隆 
の樣相報吿を終るじあたリゝ其の最後に獨逸出產數を擧げ得るこビはこの上なく欣快ビするビころで 
ある o 



卽ち出 產數は 一九 三 ニ 年には 九十 七 萬 人な b しもの が、 其の 數は 年々 增加を 示し、 一九 三 七 年には 
百 二十 七 萬 人に 達した ので ある 0 

ナチ ス政權 獲得以 來 其の 總計に 於て 獨逸國 民に 百 十六 萬の 小兒が 與 へられた ので ある。 

これ 等は 吾等が 獨逸 婦人を 誇ち 得る 理由た るの みならす、 吾人に 對する 神の 攝理に 感謝すべき 理由 
でも あるの だ 0 

類例な き 平和的な 活 働に 加 ふるに、 此の 五 年間に 吾が 國 民に 百 十六 萬の 稚き 男女 同胞が 與 へられた 
ので ある。 彼等 こそ 吾が 國 民の ナチ ス的 興隆 及 神の 惠 みの 巨大な 働ら きの 生きた 證明で ある 0 

議員 諸君、 獨逸國 曾の 諸君！ 

余は 此處に 、誠に 簡單 乍ら 無味乾燥の 數を 並べて、 諸君 及び 獨逸國 民に 其の 規模に 於ても 結果に 於 
て も 並ぶ ものな き 建設 事業の 記録的 證 左を 示さん VJ したので ある。 

余 及び 余の 協力者 又 吾等 VJ 共に 全 獨逸國 民は、 あらゆる 經濟 生活の 領域に 於て かく も 偉大なる 業績 
が 爲し果 された る 此の 五 年間に 對し誇 b を 持つ てょ いので ある 0 

これに比すれば、ナチス建設事業に對しては其の思鈍或ひは惡意の片言を以て報ゆる以外の事をな 
し 得な かつた 者 等の 批評た る や實に 笑 ふべき もので ないか 。吾人は 亦 何等な す 所 もな ぐ 徒に 口角 泡を 
ビ ばす を 職業 w 心得て ゐる もの 以外、 吾等 獨逸國 民は 等しく 此の 事業 U 身を 捧げて 居る こ VJ を 知つ て 



四 八 

居る 〇 枣 實 / I 僞を 並. へたて る 外國ジ ャーナ リズムに 關 する 限りは、 若し 彼等の 絕へざ る： §動にょつて 
諸國民の平和が攪亂さる、こ £ なきに於ては彼等が好んで信じ易き讀者に何を提供するも、吾等獨逸 
人 1: (£ つては全く問題7」するに足らない。 

何故ならば 吾等の 業績 夫自體 はか、 る 事に ょつ て 何等 傷つけら る、 所は なく、 確固不動の もので あ 
り 口先 や虛僞 で 葬 b 去られる こ </」もない。其の他の點に於てもこれ等の國際的使_や中傷者に何等の 
成功 も 許さぬ 様に、 吾人は 事前 考慮し 又 其の 危險 の豫防 もして ゐた 0 

S 言 ふのは" 余は 今 議員 諸君に 獨 逸の 經濟 、社 會 、文化 三方 面の 發展を 述べた が、 これは 諸君 及び 
今 これを 聞いて ゐる幾 百 萬の 國民に 必すや 十分なる 印象を 輿へ 得た もの V 」 信す るので ある。 乍然 更に 
余は 吾人の なし 遂げし こ VJ の 補充 V 」 して 史上 何時かは ょり 高き 評價を 獲得す る VJ 思は る、 業績に つき 
語る 必要を 認む るので ある 0 

何 £ なれば、 吾等は 此の 同じ 五 年間の 中に、 內面 的に 分裂し 不安な りした め 卑屈に も且 無力で あつ 
た國民から、政治的には一致協同し、最も强き自信£誇るに足る確信に滿てる國民的肉體を形成した 
ので ある o 

近に就中、吾人は獨逸國民 |--" 武器を與へたのである。これ卽ち惡意ある使嗾をなす國際的ジャーナ 
リズムの 吾人の 良ぐ 知る 企圆 も、 獨逸國 境に 於て 鐵の 如き 防遏を 喰ら はんこ W を 吾人に 保證 する もの 



であるの だ o 

余は 此の方 面の 業績は 經濟の 領域に 於て 達せられた る ものよ- 0 、 よ，^ 大 な る もの ビ信するのであ 
る 。何故な れば 、余には、 此の方 面に 於て ® 々 征服せ ねばならな かつた 先入見は、 すべての 經濟的 障 
害よ b も 一層 有害 VJ 思へ たからで ある 0 

ナチ ス的敎 育 VJ 吾が 阈民體 の 形成の 結果が 如何に 大な b しもの なる かは、 此の 現象に 對 して 大部分 
の國外批判家が全く硭然ミしてゐる事實によつて最も明瞭になるであらぅ。 

諸君は最近數週間、ある種の外网ジャーナリストより出でたる吾人には理解し難き噂を耳にしたじ 
違 ひない。 一九 三 八 年に 於て 彼等が 言 ふ 所は、 ナチ スの 影響は 遂に 外務省を 占取す るに 至つ た、 或は 

目下阈 防 軍 VJ これ 等 哀れなる 痴れ者が まご^-して ゐる 間に、 獨 逸には 國防 軍が 出來 上つ たので 

あるが —— 其の 國防軍 VJ ナチ ス黨の 間に 確執が ある、 或 ひは ナチ ス 「認」は經濟を其の支配下に置か 
ん VJ してゐ る 等 其 他 類似の こ VJ を 言つ てゐる 0 

吾が ナチ ス 革命の 本質を 辨へざ るも甚 しきものでは ないか 0 

五 年 前に 余が 政權を 獲得した りし 時、 余は 旣に拔 群 强大な る獨逸 政黨の 指導者で あつたの だ 〇 今日 
では 所謂 民主 國 に於ても余が當時有してゐた選擧人數を獲得し得る如き如柯なる政治運動もない狀態 
である、 それ も、 吾等を 不供戴 天の 敵の 如く it 惡す る政體 が 絕へす テ p ビ® 迫を 加へ てゐた にも 拘ら 



す 吾人の 政黨は かく 强大で あった 0 

吾人の 思想を 獨逸國 民に 強制す るのは 吾等の 使命では なかった 。吾等の 目的は、 此の 思想界の 中に 
全 獨逸國 民を 一元的に 結合 させん W する にあっ た、 其の 意は、 嘗て 獨 逸の 四分五裂 狀態 、延いては 獨 
逸の 無力 無能の 具現 或 ひは シム ♦ホル VJ も 言 ふべき、 あの 當時の 制度を 全部 除去す るに あつた。 

一. 方に 怠耆ビ 非合理、 他方に 惡意 ある 目的を 以て、 獨逸國 民の 多種 多榇 なる 內政的 生活 卽ち 其の 政 
治 的に 慘たる 四分五裂 狀態 は、 これ 獨逸的 態度で あ ち、眞の獨逸的考へ方である (£ 國民を說得せんビ 
て、 彼等は 互に 相 競っ てゐ たので ある。 彼等に 依れば、 民主的に 分裂し、 全世界の 面前に 無力の 姿を 
曝した 獨逸國 は、 一の 指導、 一の 意志の 下に 堂々 ビー 致 和合、 且武裝 せる 獨逸國 民ょりも、 ょり 相應 
しき獨逸國民及獨逸精神の ?)> らば，£な5 £ 言ふのである0彼等は政治的且文化的「獨善生活」をロに 
し、 これに 依っ てた Y 獨逸國 民の 分裂、 吾が ラィヒの 闲窮 、從 って 全 獨逸阈 民の 權利剝 奪を 永久 化し 
てゐたのである0この呢詛に反對して防禦線を敷き、ナチス懷同體的態度の新しき理想を貫徹するビ 
は 恐らくは 此の上な き 至難の 事業で あったの だ。 但し 今や 余は 此の 大事 業の 成果を 疑 ひ 得る もの あり 
w は 信じない ので ある 0 

余じ <£ りて最初に必须なりマ」考へられたるは、吾 *> 國民ょ6喪失せる自己信賴の念を再建するこミ 
であつ た 0圯の目的のために余は多くの獨逸人には或ひは不可能 1- 思はる、如き行動を屢々要求せね 



ばなら なかつ た 0 

た ^' 吾等以前に政權を撞つてゐた政府に依つて計畫的に助成せられ、軍事的のみなら个意志的の敗 
北 主義へ VJ 導いた あの 精神に 抗戰 する こ W が 必須 不可缺 であつ たの： UO 獨逸 民族は 成程 尊敬すべき 民 
族で ある、 併し乍ら 勿論、 其の 素質 V 」 就中 其の 價 値の 偉大 さ V 」 に 於て は、 所謂 大 民主 國の國 民に 及ば 
ない VI は 最近 屢 々耳に した こ VJ である 0 

又、 吾が 國民は 他國 民の 仕事を 靜® し、 それを 尊敬す る こ V 」 の 中に 寧ろ 其の 未來を 見るべき であつ 
て、 自ら か、 る 仕事に 手を 出して 自己の 力量に 試練を 加へ るべき ではない ビ は 屢 々吾が 國民に 對し言 
はれた こ VJ である 0 

當時の指導統治は、其の自らの肉體的乃至精神的懶惰を辯護するため、精神及び身體の惰性に訴へ 
る 所 •かあつた 。生存 鬪爭 には 餘 b にも 璐弱な b し 故に、 國 民の 生活 目標に 制限を つけたので ある 。然 
して 國民が 人工的に 狭められ たる 人生の 使命で 結局 滿 足し 得る 如く 國 民の 自 已に對 する 信念を 破壊し 
たので あつた 。これに 對し 余に 最初の 且つ 最も 重要なる 使命 VJ 思へ たる こどは、 余に 與 へられた る あ 
らゆる 領域に 於て、 又 あらゆる 機酋 ある 毎に、 必す 獨逸國 民を 其の 自已 意識にまで 引 戾すこ V 」、 自己 
の有爲 さに 對 する 呪は しき 疑惑を 阈 民の 心ょ b 驅逐 する こ V 」、 而 して 國 K を 再び 矜恃 ある 且 自己 意識 
に 目覺 めた る國 民に なすこ どな ざで あつた o されば こそ 余は 屢 々要求を 出し、 其の 遂行に' は 最高の 業 



五 二 

績を 求めた ので ある。 余は 過去に 於ても 又现在 に 於ても 以下の 事を 望んで ゐ るので ある、 卽ち 獨逸國 
民は 其の 有 爲 有能 さの 實例及 其の 仕事の 結果に ょり 世界の 他の 諸國说 に 比し 第二 流 又は 價値 に 於て 劣 
る所なきものたるのみならず、あらゆる實際的價値に於て斷じて遜色なきこマ」、從つて最高の意味こ 
於て 對等で あり、 從 つて 同等の 權利を 有すべき こ V 」 を自覺 すべき こ w これで ある 0 
故に 余は 獨逸國 K を 齷齪た る考へ 方に 導く U あづ かつて 力 あ b しすべ ての 制度を 蛇蠍 視し 、これを 
除去した ので ある。 た >小乘的精神のみが、聯邦諸小邦を必要，，」したのである。た>彼等のみが、大 
問題に 打 突つ て 自己の 限界を 暴露す るを 避けん がた めに、 當 時の 聯邦 諸 邦の 所謂 「價 値」 なる ものを 
つく， 〇 出した ので ある 〇 大國家に奉じて第ニ流たらんょりは衬落に留つて第ー流たる方がょいビ言ふ 
あの 恐るべき 所見は、 大協 同體に 於て 第一の 役割を 演す るには あま b にも 無能なる 輩、 其のく せ 第二 
流 第三 流の 地位に 甘ん する には あま b にも 野心 あ ，^且腐敗して居り從て自己のんし‘以が數に於て支 

配 的 立場を 得ん がた め、 好んで 國民を 最小の 斷片に 分裂 せん V 」 する 輩、 か、 る 徒輩の 信条.， J ffc したの 
である o 

若しも ナチ ス革 命が 從 前の 諸 邦 及 就中 其の 所謂阈 家主 權的 根元の 上位に 全體ビ しての 國民の 利害を 
置か ざり しなら ば、 ナチ ス 革命は 中道に して 止んだ であらぅ 〇 政黨 は當然 消失せ ねばならな かつた、 
のみなら す 各 邦の 邦 議會も 長い間 腐敗して 無用の 物 V 」 化して ゐ たの だ 〇 獨逸國 には 唯一の 國 家主！ あ 



b 得る のみで ある 。そは 獨逸國 民の 全體 より 出づる ものにして、 其の 一部よ b 出づる ものでは ない 0 
吾人は、 自主 獨 立の 現象 VJ しての 各 邦 及 同 有の 主權 保持者た る 各 邦の 議會を 止揚す る こ VJ に 依て、 全 
體 W しての 獨逸國 民の 眞の主 權に對 する 前提を 創り 得た ので ある 0 

獨逸國 の將來 は、 獨逸國 が 獨逸國 民の 至上の 且 唯一の 代表者 V 」 な b し 時は じめ て保證 を與 へられる 
ので ある o 一 民族 ー國 家の 鐵則 は、 獨逸國 をして 數 多の 個別 國家的 束縛の 不隨狀 態よ b 解放し、 其の 
結果 今日 各 邦內の 獨逸國 同胞に、 嘗て 可能な りしよ. 0も遙に高ぃ利益を齋すが如きカの發展を招來し 
たので ある o 

今や始めて吾が國民的存在のあらゆる領域に於て創造的大計«の實現の前提たるかの ^ 實偉大なる 
問題を 課する こ マ」 及 何よりも 先づ 物資 的 手段を 確保す るこビ に 成功した 0 

かくて ナチ スは 、ナチ ス以 前數 世紀 忽せ にせられ たこ VJ を數 年に して 取戾 したので ある。 然して ナ 
チス以 前 數 代に 渉りし 罪惡を 償つ たので ある。 かくして 吾等は 國內 的の 世 製 的且政 赘 政治的 分裂を 除 
去す る 事に 依 b 今日 旣に全 獨逸國 民の 誇 bw 自己 尊重の 基礎た るかの 偉大なる 問題を 課し、 又 其の 一 
部を 解決し 得る に 至つ たので ある 0 

大規模の交通路、應大なるエ業建設、無比の都市計整及建設箏業、 11 大な橋梁は今日旣にあるもの 
は 設計 中、 ある ものは 着手され ん V 」 し、 或 ひは 一部 旣に 完成せ る狀 態で ある 0 



五 a 

五 年の 後に、 獨 逸人た る ものは、 全國民 を 此の上な き 誇 b を 以て 滿た すに 足る 諸事 業の 成果を 認識 
する |: 至るであらぅ0 

これ 等 事業の ためには 、併し 第一に、 議會 主義 的 民主政治 及 軍事的 獨裁 政治 V 」 離る、 こ VJ 遠き 一の 
國民 及國家 指導の 構成が 必要で ある。 獨逸國 民は ナチ スに 於て、 政黨 VJ して 國垃を 動員せ るの みなら 
す、 就中 國民を 組織化し、 それ も 淘汰の 最も 自然なる 法則に 據 b 確實 なる 政治的 指導の 繼續を 永久 こ 
保證 する 如ぐ 組織 立てを なした 指導 統治を 保有し. たので ある。 然して これ こそ 敁近五 年間の 歷史に 於 
て 最も 誇る にたる 一章を なす もので あらぅ 0 

ナチ ス は、 狭量なる 國際的 三文 記者 連の 信す る 如く、 二月 四日に 獨逸阈 外務省を 征服した のでは な 
い、 否、 ナチ スは 余が 五 年 前に 宰相して グィル ヘルム 廣 場の 大統領 官邸を 辭去 せし 其の 日ょり 全獨逸 
國を 、根本的に、 全面的に 手中に 收め たので ある。 當國 家中には ナチ スなら ざる 制度は 只の 一つ も存 
在せ ぬ。 特に ナチ ス黨は 此の 五 年間に 於て、 國 民を ナチス 化せし のみなら す、 ナチ ス 自身の 爲 にも、 
未來 永劫に 自己保存 V 」 永續 VJ を 保證 すべき 最も 完成せ る 組織を 造 り上 げたので ある 0 

此のナチス革命の最大の保證は阈家指導の見地ょり見れば内外共にナチス黨に依る獨逸阈及其の總 
ての 制度 施設の 完全なる 把握 !: 存 する。 世界に 對 する 其の 防 衞は新 ナチ ス阈防 軍 じ存 して ゐ る。 

黨員 諸君、 十八 年 前の 今頃 余は はじめて ナチ ス •ブ W グラムを 宣言した 。當 時、 獨 逸國參 VJ る 敗北 



の時、圯の上なき無カ化、想像も及ばぬ悲境の時代に、余はナチス黨の目標ごして就中グェルサィユ 
條約 にょつ て 吾人に 强 制せられた る 傭兵 制度の 廢棄 及び 强大な る 獨逸國 民 軍の 創設を 宣言した ので あ 
る。 

無名の 一 獨逸前 線の 兵士 ビして 余は 此の 大膽な る ブロ グラムを 呈出した、 十四 年間 余は 內 部の 敵、 
外部の惡意に滿てる世界 1: 對し、反對者のさ中に戰つた、然して五年間にして余は今やこれを實現し 
たので ある。 余は 此の 新 獨逸國 の 無比の 大事 業に 關し 仔細に 渉る 必要は 認めぬ が、 た、〜 以下の こ ごは 
述べん V 」 する。 

獨 逸の 平和の 陸軍は 配備され た。 力 强き獨 逸 空軍は 吾が 故鄕を 護つ てゐ る。 新 海軍 力は 吾が 沿岸を 
守る ◦吾が 一般 生産の 著しき 上昇の 中に 無類の 軍備擴 張は 可能 £な つたので ある 0 

若し 今日 外 國の物 識り迚中が內心安心するに役立つならば彼等が勝手に獨逸國に於て國防軍ビナチ 
スの 間は ざんな確執が在るビ信じた所で構はない。この種の內面的自己滿足は吾人は何時でも喜んで 
彼等に 與 ふるもので ある。 併し 彼等が 之ょり 何 か 他の 結論に 到達 せん ^ するならば、 彼等に 對して 以 
下の こ vj を吿げ る Q 卽ち 

獨逸國 に. は ナチ ス 國家對 ナチ ス黨 、又 ナチ ス黨對 ナチ. ス國防 軍の 如き 問題は 全然ない ので ある。 吾 
國に於ては責任ある地位についてゐる者は何れも皆ナチスであるビ。 



男たるものは何れも其の頭のナチス至上權の湖の下に立つてゐる0國巾すべての制度は最高政治指 
導の 命令 下 •にあ， 〇 而し て全國 の 全 制度は、 此の ナチ スの獨 逸を 代表し、 必要なる 場合には 最後の 息を 
引 (£ るまで祖國を謹るミ言ふ意志ビ決心の中に誓ひを立て、ー致 11 結してゐるのである0 
.吾人は 嘗て 獨逸國 に 於け る 最惡の 予言者た りし 他の 要素に 依つ て 迷は されて はならない 〇 黨 は獨逸 
阈を 政治 ^ に ^ 導し、 國防 軍は 獨逸國 を 軍事的に 防衞 する 〇 此の 國に 於て は 制度 ビ 名のつ くものは 皆 
各々 其の 使命を 有する ので 此の 國の 責任 ある 地位に 立つ 者に して 此の 國の 全權を 有する 指導者は 余で 
あり、國民が其の信賴に依つて余に對し至る所に於て國民を代表す'へき權利を委任したるこ £ を責任 
ある 地位に ある ものにして 疑 ふ ものは 一入 もない 0 

かぐて 獨逸國 防 軍が 此の ナチス 國 家に 肓 目的に 忠誠で あ b 肓 目的に 服從 せる 如く、 此の ナチ ス國家 
及 其の 指導 政 黨も亦 吾が 國防 軍に 對し 誇りを もち 且つ 幸福に 感す るので ある 0 
吾人は 國防 軍の 中に こそ 獨 逸人を 靑年 時代ょ 6其の指導下に 1 1: くナチス敎育の最高峰を見る0彼が 
政治的 組織 體に 於て 政治的 及 精神的 方面に 於て 獲た 所の ものは、 此處に 於て 兵 十への 養成、 敎 育に 依 
つて 補足され るので ある 0 

余は 此の際、 阈 防軍卽 陸海 軍 及 空軍の 管理者 VJ して、 此の 驚異す V き 機關の 建設に 當 6 余を 助けた 
人々 を 想起せ ざるを 得ない 0 



余は、 最初の 大 建設 終了後は、 激務を 離れて 私生活に 入 b 其の 害された 健康を 勞は b 度い VJ のフォ 
ン •ブ P ム V ルタ 元帥の 希望を 許容せ ざるを 得な かつた 〇 倂し余 は 此の 場から、 新 獨逸國 及び 其の 國 
防 軍に 對 する この 武人の 無限に 誠實 K 忠誠なる 業績に 對 し、 余の、 又 獨逸國 民の 感謝を 捧 ぐる もので 
ある。 此の 業績は 此の 獨逸國 建設の 歷史 より 決して 切り離される こ V 」 はないで あら 50 同じ こ マし •か 
フォン •フリッチュ 元帥の 活動 VJ 其の 素 振らし き實 績に闊 しても 言へ る 〇 更に 吾が 政治的 及軍琪 的 指導 
1 S 1 階級の 若返りの 過程に 於て 最も 崇高なる 精神を 以て 政治、 軍事の 若手の 爲 に 後進の 途を 開いた 人士 
に 付ても 同樣で ある 0 

吾人は獨逸國防軍のかくも迅速なる再軍備に對する前提どしてゝ舊獨逸國防軍の十萬の軍隊がなせ 
し 所を 知つ てゐ る。 乍然 吾人は 又 此の 新たなる 大 問題は 其の 處理 のために、 若き 力の 絕へざ る 流れを 
必要 VJ する こ VJ も 知つ てゐる o 更に 何より、 將來の 問題は、 從來 必要な りし 以上に 獨逸國 の 政治、 軍 
事兩 方面の 力のより 强き g 結を 要する こ VJ を 知つ てゐ る0 故 に 余は フォン •ブ TJ ムべル ク 元帥の 去 ， CN 
し 後、 余の 命令 權を 軍の 三部に 直接に 及ぼし、 國防 軍司令部 VJ しての 國防 局を 余に 直 威せ しむる に 決 
心せる にあたり、 吾人 •かこれ に 依り 最も 短日月の 中に 吾が 軍事的 勢力の、 今日 一般 情勢が 必要 どす る 
が 如き 强化に 達せん こ VJ を 望む ものである 。余は 本日 國民に 選ばれた る 指導者 VJ して、 獨逸國 民に 確 
言した きこ どが ある o 卽 ち、 
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五八 

吾人は 平和を 愛する こ VJ 大で あるが、 吾人の 名# 及び 讓 渡し 得べ からざる 阈民 の權 利を も 亦 同様に 
重大視す る 。余は 平和の 擁護に 勞カ する ものである が、 余の 確信に 依れば 此の 不安なる 時局に 於て 平 
和を 守る に 最も 確實且 效果的 な 唯一の もの、 卽ち 軍備が 弱められ、 又は 獨逸國 民の 手から 奪 ひ 去られ 
る こビの 再びな き 様 同じく 力を 盡すで あらう。 

余は 全世界に 對 して 獨逸國 民は 心ょ 6且深く平和を愛するものなるこビの保證を與へ得るが、併し 
余は 此の 平和 愛は 無力なる 一一め 及び 名# を 思は ぬ 卑怯 ビは 何等 關係な きこ WU 付ー點 疑の 餘 地を 殘さ 
ざらん VJ 欲する。 將來萬 ー國際 的使啵 又は 中傷が 吾が 國の 平和を 破壤 する 如き こ VJ あれば、 鋼鐵 VJ 鐵 
が 獨逸國 民 及び 獨 逸の 國 土の 護 b VJ なる であらう 0 
然る 時は 全世界は 一瞬に して、 此の 國 、國民 、政 黨 、國防 軍が 如何に 一の 精神に 依つ て 滿 され、 一 
の 意志の 下に 熱狂す るかを 見る に 至る であらう 0 

更に余は尊敬すべき獨逸將校圓を國際的ジャーナリズムの誹謗ょり特に辯謹せんビする意志はない。 
これは 亦 無用の こ V 」 である 。何 V 」 なれば、 ジャ ーナリストには實にニ種類の人種が存してゐる、卽ち 
眞實を愛するもの <£ 他方虛つきの下等な詐欺漢、國民を欺くもの及戰爭を使啵するものこれである。 
それに 反し 獨逸將 校には た > 一 稀 類 あるの みで ある 0 

黨員 諸君！ 諸君は 今、 ナチ ス 革命 及び ナチ ス黨の 指導に 依 b 獨逸 國に與 へられた る、 力強き 歴史 



的 興隆の 姿を 見た。 此の 事業の 偉大 さは 更に 吾人を 馳って 將來の 策を 講ぜざる を 得ざる に 至らし め 
る 0 

將 來に對 する 經濟ブ C グラムは 旣に 諸君の 御 承知の 所で ある。 吾等の VJ るべき 途はた V 吾等の 勞働 
及 其の 成果の 最上の 向上に 在る のみ。 獨逸阈 民は 生活 要求の 高い 阈民で ある。 若し 世界が ジャ ーナリ 
ストに 影響され すして、 卓越せ る 政治家の 影響を 受 くる ものなら ば、 世界は 此の 事 實に對 し 感謝す る 
に 違 ひないで あらぅ 。何故なら、 ある 國 K の 生活 要求、 文化的 要求が 大なれ ば大 なる 程、 其の 平和に 
對 する 憧愦 も大な ので あるから 〇 た v ゝ 平和の みが、 高度の 生活 程度の 要求を 充し得 べき 事業の 完結を 
可能なら しめ 得る 0 

吾人の 經濟狀 態は 困難で ある。 伹 しそは、 ナチ ス •か 獨逸國 を 支配して ゐる爲 ではなぐ、 一平 方轩に 
百 四十 人の 人口を 有する 爲で ある、 諸外國 民の 如く 大なる 天然資源を 有せざる が 故で ある、 殊に 吾等 
には 豐饒な る 土地が 不足して ゐるた めで あるの； UO 今日 若し 大英 帝國 にして 突如 解體 し、 英本國 は 其 
の 自己の 本土 じの み 賴らざ るを 得な くな つた ビ したなら ば、 恐ら ぐ 彼等は 直ちに. 吾人に 課せられ たる 
經濟的 使命の 闲難な る こ V 」 をょり ょく 理解す るに 至る であらぅ 。獨 逸國が 此の 問題を 解決した る事實 
及び 其の 方策は、 それ 自體 一の 奇蹟で あ b 、 吾人が 眞 ;•: 誇 bvj する に 足る 所で も ある。 芳し 一國民 が 
何等の余_備も外阈爲替も有せす、しかも右はナチスが統治を行へるために非すして、其の以前に非 



六 〇 

ナチス的、民主的議會主義的阈家が十五ヶ年間 (- 涉6貧欲なる世界各國に掠奪せられたるためなりビ 
せ ば、 又 若し ー國民 がー 方籽に 百 四十 人を 養は ざるべ からす、 しかも 何等 植民地よりの 補給 もな し VJ 
するならば、更に亦、若し1國民が數多の原料に缺くる所あり、クレデ-トによる欺瞞的年存を續く 
る 可能性 もな く、 且 意志 もな しビ するならば、 若し かかる S 民が 五ヶ 年間に して 失業者を 零にまで 減 
少し、 且 其の 生活 標準を 維持せ るの みならす、 寧ろ これを 改善せ しめ、 しかも これ 等す V ては 皆 自力 
を 以てな した bvj するならば、 若し ー國民 がか かる 奇蹌 を實 現したり w するならば、 然ら ば經濟 的に 
最大の 前提を 有する にも 拘ら す、 自國の 失業 問題 すら 解決し 得ざる 輩は 少く V 」 も沈默 して 然る ベ きで 
ある 0 

將來 .(: 於ても 亦 獨逸國 民を あらゆる 妄想よ 5 守 謹す るは 吾人の 使命で ある。 其の 最も 有害なる 妄想 
は勞働によらすして創造又は生産されしものを享有し得る <£ 信するこビである0換言すれば、將來に 
於ても、 都市 農村の 獨 逸人 各個に 對し 、勞 働の 價値は 常に その 得る 報酬 V 」 同 價値な らざる 'へ からざる 
を 知らし むる は 吾人の 任務で ある、 卽 ち、 

農民は 其の 生產品 VJ 引換に 都會 人が 豫 め改エ せし ものを 取得し 得る のみで あ り、 都會 人は 農民が 其 
の 土地よ b 取得した る ものの みを 享有し 得る、 かくて 各人は、 彼等が 生產 せる ものを 相互に 交換し 得 
るの み、 貨幣は 其の 際 單に 媒介の 役割を 演す るに 過ぎない ◦金錢 は それ 自體 獨自の 使用價 値は 有しな 



いので ある。 獨 逸に 於て 支拂 はれる 各 一馬 克は それぞれ 一馬 克丈餘 計勞 働を なした こ VJ を 前提 VJ して 
ゐ るので ある。 然らざ る*/」 きは 右 馬克は 何等 購買力を 有せざる 空虛な る 一片の 紙片に 過ぎない 。然れ 
共 吾人は、 獨逸 馬克は 眞實の 貨幣で あって、 何人 かの 同じく 眞 實の勞 働に 依る 生逄品 に對 する 眞實の 
表價 物た る こ W を 欲する ものである。 

右は 唯一 . a 現實 的なる 通貨 保證 m 備な るが 故に、 從つて 眞實の 通貨 準備で ある 〇 これに 依 b 吾人は 
金 及 外 國爲替 なしに 獨逸 馬克の 價 値を 維持し 得た ので あった 。而 して それに 依り、 金 及 外 國爲替 が 漲 
溢せ る 諸國が 、其の 通貨 引下げの 己むな きに 至れる 時代に、 獨逸貯 蓄預 金高の 價値を 保全す るを 得た 
ので © る o 

單に獨逸における出產率增加ごいふ祝福すべき事實からしても旣に、吾人は生產を增加せしめて國 
民 全體の 向上せ る 生計を 保證 せねば ならなくなる o 一 九 三 三年ょり 一九 三 四 年に かけて 吾人は 獨逸勞 
働 力を そもそも 先 づ有效 ならし めん* かために、 屢 々最も 原始的なる 形 體を VJ らしむ る 必要に 直面した 
のであった 。此の 年に 於て は シャベル ビ鋤*か數十 « の獨逸男子の勞働器具であったのだ0併し吾が經 
濟 生活の 活動 上昇す るビ 共に 獨 逸の 勞働方 法に も 亦 漸次 變更を 見る に 至っ ro 今 □では 獨逸は 熟練工 
の勞働 力に 不足を 來 たして ゐる 次第で ある。 失業 それ 芦體 は殆ん ざ 完全に 除去せられ た ◦吾人は 今や 
國民生產の新階程 (: 入らん./」してゐる。今や原始的勞働方法を漸次改善せられたる、特に技術的に完 

六 一 



成せる 勞働 方法に 替ふる 使命を 吾人は 布す るので ある 0然して赀重なる獨逸勞働者を益々幼稚なる勞 
働より 解放し よ b 高き 價侦を 生む 活動に 誘導す る こ VJ が 吾人の 目的で なければ ならない 。かくて 最も 
軍 純なる 勞働は 今後 高級 勞働に よつ て 製造せられ たる 機械に 委ねら るるに 至る であらう 〇 併し 此の 幾 
械 への 轉換の 一定の 制限の 下に、 且 漸進的に のみ 可能なる 獨逸 農村に あつて は 其の 勞働 力を 一時に 喪. 
失せし めざる やう 注意す るは 必要な こごで ある 。伍し こは 勞働 方法の 一般的 完成に 依つ て 全面的 こ 無 
理を せす に 勞働 力不足に 對處し 得る 様にな b 、 從つ て農衬 よりの 最も 原始的 勞働 力の 流出を 正 當に防 
止し 得る に 至つ て、 最も 迅速に 達せられる であらう 0 

ブロ グラムは 僅か 數 行に 渉る のみ、 しかも 其の 實施 には 言 ふまで もな く數 年を 要する ものである 
が、 ナチ スの 他の 總て の計畫 VJ 同じく 結局は 亦實 現に 至る に 違 ひない 0 

か、 る獨 逸生 產の增 加に 依 b 達せら る もの 幾多 あ bs 雖も 、獨逸 領土 割當 の理不 遨なる こどは これ 
に 依 ゎ除去せらるべぐもない0故に植民地領有への要求は年ビ共に激烈に强調されるであらう、而も 
其の 植民地は 曾て 獨逸國 が 他の 諸國 よ， 〇 强奪 せる もので もな く、 又 これ 等は 今日 獨逸國 民に 取りて i 
必要 缺くべ からざる もの S 認められる にも 拘らす 、他の 諸國 ll VJb ては 實質 上無價 M に 等しき ものな 
ので ある o 

余は 此處 に、 斯る耍 求を クレディ トの 如き 形で 緩和し 得べ し， 5,」考ふる如き希望に反對せん ^ 欲す 



る。 吾人の 求む る ものは クレディ トに 非ず して、 自らの 勸勞に ょつ て國 民の 生存を 保證し 得る 如き 生 
活の 基礎で ある。 必要 ビ する ものは 購入す るを 許さるべし VJ の おめでたき 約束の 如きは 吾人の 特に 求 
めざる 所で ある 。吾人は 吾が 國に 於て 單なる 侮辱 VJ 解 せらる る 此の 如き糨 明は 永久に これを 栢絕 する。 
自國 通貨 流通 範圍內 に 於け る 高度の 經濟の 可能性に 對し 、完全なる 補塡を 提供し 得る が 如き 世界 經濟 
的 處方箋 は 存在し ない ので ある。 

議員 諸君！ 諸君は 目下 多 かれ 少な かれ 諸國の 政府の 利害 關 係を 刺戟して ゐる VJ 見 ゆる 國際 的計畫 
の侗々 に關し 意見 あり どは 余に 期待して ゐな いで あらう 。それ 等は あま b に 不安定 且曖昧 模糊 ^ して 
意見を 述 V 難き もの •か あるので ある 0 

何ょり諸君は總ての所謂钶議に對し、余の心深<根ざしたる不信任を承知して貰ひたい、それは會 
議參加 者に 取うて は 或 ひは 興味深き 談話に 興 館す る數 時間で あるか も 知れぬ が、 それに 希望を 持てる 
人類に ビつては大槪はたゴ幻滅へ導くものに_すぎない0 , 

一九 三 三年の 吾 か プログラムに、 若し 國際 世界 經濟 會議に 依る 助力が 來 るまで 待つべき こ V 」 を 定め 
た bvj すれば、 今日 獨 逸は、 ボル シユゲ t スム的 混沌に 陷らざ るまで も、 恐ら ぐは 失業者 數千 五百览 を 
數ふ るに 至つ たで あらう、 V 」 言 ふ も 過言では あるまい。 

余は 亦 ある 自然の 要求 •か 何等 關係な き 政治的 取引 V 」 結合され る こ V 」 を 承服 出來ぬ ものである o 最近 



獨逸國 は阈際 聯盟 再 加入の 可能性に 關し 其の 見解を 再檢討 せん VJ してゐ る S の 報道が 繰返し あら はれ 
て ゐる 。吾が 民主的 世界新 聞の 定見な ぐ 且つ 愚 味なる V シ ャーナ リズムが 明日の n にも この 事 實を 忘れ 
て了ふは勿論覺悟の上で余は今ー度以下の點を明らかにして置きたい 0 

一九 一九 年に 於て 若干の 阈民に 平和 條約が 押 付けられた •か、 そは 民族 協同 體及び 所 布 權に對 し 未 曾 
有の 暴力 的 侵害を 結果 V 」 して 齎らした もので あつた o 此の 民族の 國民的 並びに 經濟的 生活 運命 及び 生 
活 協同 體に加 へられた る 暴行は 常套 的道德 論の ヵム フ ラージ ュの 下に 行 はれた ので あつて、 そは 加害 
者の a 心の 哥責を 慰む るには 或 ひは 適した や b 方 か 知れぬ が、 打擊を 被つ た 側には 下等なる 惡戯 S し 
て 作用し 得た のみで あつた 0斯くの如き暴行に依つて領 -± 及且人ロ政策的方面に於て、根本的並に徹 
底的の伏界地圖の變革が行はれた後、國際聯盟が成立したのであつた0該聯盟は、此の狂妄なる不合 
理の 所業を 諸國 民の 政治的 且經濟 的 發展の 決定的 終局 VJ して 固定し •其の 結果を 地球上に 於け る 人間 
圃體の 生活 及び 境界の 永遠. 小 變の 基礎たら しむる を 任務ビ すべき もので あつた 〇 將來に 呤て は、 過去 
に 於て 暴力を もつ て 成立した る こ V - を 暴力を 以て 破坺 する を 禁中 VJ 言 ふ 建前で あつたの だ 0 
乍然 此の 人類へ なされた 戰傈 すべき 暴行の 不合理を 多少 VJ も 緩和 せんた めに、 將來に 於て、 未曾有 
の 暴力の 結果 成立した 狀 態を 正義、 卽ち 洞察を 以て 改訂す る 可能性が 少く V 」 も猶殘 されて ゐ たので あ 



此の稍困難なる問題は更に序の様にして阈際聯盟にあてがはれたのである。 

獨逸國 自身は 最初は 過去の 暴行を 道德的 に防衞 せん V 」 する 此の 崇高なる 幽體に 加入す る權 利は 全然 
なく，かの忘れ難きグスターフ，シュトレーゼマン首相の下に始めて有難き許可を受けたのである0併 
し 議：貝 諸君は 此の 制度の 如 1»[ にこ (£ ぐに蹉跌したかを熟知してゐる箬である0そは最初よ6且後に 
世界韨强阈のニつまで脫退したるが故に國除聯盟の名に相應しからす、更にそは正義の制度に非す、 
或ひは今日鐵面皮 (: も主張せらるる如く、正義の原則による制度でもない、そは長年の不正より生せ 
る狀 態を 維持 せんがた めの 制度で あつたの だ 0 

何故ならば、 暴力は 正なる か、 或は 不正なる かニ途 あるの みで あるの だ 〇 若し 今日 暴力は 不正なる 
もの VJ さるるならば 暴力は 過去に 於ても 亦 不正で あつたの だ。 故に 今日までの 世界 現狀は 疑 もな く 暴 
力の 行使に よつ て 成立した ものである 以上 此の 狀態 は卽ち 不正に よつ て 生せ し狀 態で ある 。故に 國際 
聯盟は 斷 じて 正義の 現狀を 擁護す る ものに 非す して 數千 年に 涉る 不正より 生れた る狀 態を 擁護す る も 
ので ある 。尤も 吾人は 此の 狀 態の 變更 さるべ し VJ の聲を きいて ゐる 、更に 又屢 々吾人の 耳に する 如く 
んば 、例へ ば 英國の 政治家は、 植民地を 獨 逸へ 返した 曉に 於て 土民が 樣 々の 不正 W 暴力を 蒙む る惧れ 
さへ なければ、 喜んで 吾人に 植民地を 返却す る 意志 あ bvj 言 ふ。 一九 一八 年に 於て は國際 聯盟は 末 だ 
成立せ ざ b し 故に、 これ 等 領地は 土民の 承認を 得すして 新しき 所有者に 實際上 委任せられ 此の 橫奪は 



六 六 

後に 至っ て 國際聯 監に 依って 道德 的に 追認され たので あった 。所で、 ある 植民地が 何人 かの 領有に 歸 
す 今は、 其の 土民 ♦か 此の 點に關 し 明確なる 希望を 表明した る VJ き 始めて 許さるべし V . の 崇高なる 原則 
を 植民地 獲得の 過去にまで も 適用 せん VJ するならば、 今日 世界 谷 國の 植民地は 恐らくは 甚だ 小さぐな 
つてしまふだらぅ0 

之等總ての植民帝國は人民投蔑、殊に其の地の居住民の民主的人民投禀に依って成立したものなら 
す、 何れも 露骨なる 且殘 忍なる 暴力に 依っ たもので ある。 

これ 等 植民地は 今日では 勿論 今 問題 VJ なる 諸國の 分離すべからざる 要素で あ り、 かくて これ 等は か 
の世界秩序、特に民主的政治家達に常に「正義の世界秩序」マ」言はれてゐるもののー部をなしてゐ 
る。 然して 所謂 此の 「正義」 を國際 聯盟は 保護す V く 委託され てゐ るので ある 。余は 此の 秩序に 利益 
を感するものが、嘗て暴カに依って齋らされた彼等の所有地の維持のため及若し出來るならば擁護の 
ため、 國際 聯盟 こそ 好ましき 道德的 法廷で ある VJ 考へる はょ く 理解 出來る 。但した った 今 其の 暴行に 
ょっ て橫 奪され た 被害者 も 亦 自ら 斯るお 上品な 図體の 仲間 入を すべし VJ 言 ふは 斷じて 理解 出來ぬ 所で 
ある。 然して 吾人は 國際 聯盟に 加入し 居らざる 故に 正義の 原則の 爲に 力を 盡す覺 悟な し V 」 論斷さ る VJ 
せ ば、 余は これに 對して 斷然 抗議せ ざるを 得ない。 反 對 に" 吾人は 國際 聯盟は 正義の 制度に 非す して、 
寧ろ. ゥょル サィ ユの 不正を 擁護 せんた めの 機關な bvj 信す るが 故に 加入し ない ので ある。 



更に 考慮を 加 ふべき 要旨が ニ 三 附加 せらる る。 

第一に、 吾人は 國際 聯盟よ b 脫 退した る ものである* か、 そは 聯盟 •か 其の 成立 意義 ビ 義務 どに 忠實 
に、 吾人に 軍備 平等 延いては 安全 保證の 平等に 對 する 權 利を 拒んだ 故に 外ならぬ 0 
第二に 吾人は、 世界 如何なる 地點に 於ても 國際 聯盟の 多數 決に よつ て 不正の 擁 謎の 尻 馬に 乘る 意志 
なき 故に、 最早 斷じて 聯盟に 加入す るが 如き こ ビ はない o 而して 

第三には、吾人は脫退に依り、不幸 1- も聯盟より實際的援助を期待し得るものビ信じて之に賴り之 
を 信頼して 來 た諸國 民の 意に 沿 ひ 得た もの VJ 信ずる 〇 何故ならば、 吾人は、 例へ ばかの ヱチ ォビ ャ戰 
役の場合に於て、第ーに伊太利の生活必然要求に對してはより以上の理解を示し、第ニにユチォビャ 
人に 對し ては あれ 程の 希望 殊に あれ 程の 約束を 與へな いこ VJ をよ b 正 當ビ考 へる 。これが 恐ら ぐは 此 
の 全 問題のより 簡 軍 にして より 合理的な 解決を 可能なら しめたに 違 ひない 0 
第 四に、 吾人は 何 か 事 ありし 場合に、 獨逸國 民が 何等 利害 關係を 有せざる 紛爭に 卷き込 まる、 如き 
こ S なかれ ビ考ふるものである。吾人は他國の領土又は經濟的關係に關與せん £ する時は、必す獨逸 
國 UVJb て 些少な b VJ も 利益 あ b w 認め 得る W きに 限る。 因に 吾人は 斯 くの 如き 保護を 他 g 民より 期 
待す る ものでは ない。 獨逸國 は 自國の 利， 害、 自國の 要求に 於て は 賢明なる 制限を 附 す* へく 決心して ゐ 
る。 併し 萬 一 何處に 於て であれ 獨 逸の 利益が 重大なる 危機に 啜され る こ VI あ bw せ ば、 かかる 場合 吾 

六 七 



人は 國際 聯盟の 如き ものより 實際上 の 保護を 受け やぅ VJ 期待す る 所は ない、 吾人は 最初より それより 
生する問題は自カで解決する積6で居る0此の點を理解して骰くこどは當を得たるものである、何故 
なれば 此の 事 實は 吾人の 欲望 V 」 希望には 一定の 限度 あるべき を 知らし むる、 然るに 集闻 保證の 庇護を 
受けて ゐる 諸國は 遺 感 乍ら 柱々 にして 其の 限度を 失 ひ 勝ちで あるから 0 
最後に、 

そして 第五に、 吾人は 將來 (: 於て は 何等かの 阈際的 制度に 牽制され て、 論 爭の餘 地な き 事實を 公式 
に 承認す るを 排し 、思慮 ある 人物の 行® よりは 寧ろ かの 有名なる 大 B の ^ 性 (註、 駝鳥を 指す、 駝鳥 
は危險なる盼に砂中に頭のみ突込む皙性あり、所謂頭炉ぐして尻隱さざる皙性0)に類似せる態度を 
W る 如き 意志は 有せざる ものである 。同 聯盟は 衆知の 如く 歴史的 或 ひは 經濟的 必要を 解す る こ VJ 能は 
す、 又 それより 結果す る 要求を 滿 たす 能は ざる 故に、 又 一方には 反對に 諸國 民の 利害は、 その 存亡の 
關 する 限りに 於て、 結局は 形式主義 的 討究より 强大な る 故に、 同 聯盟が 百年 も繼續 するならば 世界を 
珍妙な 情勢に 導く に 違 ひない。 

何故 なれば、 ニ 〇 三 六 年に も 至れば 新國 家の 誕生、 又 他の 阈の 消失 も 勿論 可能性 あり、 しかも この 
新 局面は 何等 ジュネ ーゲに 登記 さる こ. yj なしに 行 はれる に 違 ひない 0 

獨逸國 は 嘗て 國際 聯盟 國 たりし 爲 、其の 非合理 極まる 行動に 參加 しなければ ならな かつた、 併し 幸 



なる かな 獨逸國 は 聯盟 脫 退の 結果 急迫せ る 第二 (註、 現在) の 場合には 合理 V 」 公正に 從 つて 行動し 得 
たので あつた 。余は 併し 今日 議員 諸君に、 余は 今や 第一 (註、 平和 條約體 系) の 場合に も 亦 必要なる 
歷史的 に 制約され たる 改訂を 爲さん VJ 決心した る こ VJ を吿 知す る 次第で ある 0 

獨逸國 は 滿洲國 を 承認 せん VJ する。 

余が 此處に 至る 決心を なす W すれば、 そは 妄想 的 無理解の 政治 V 」、 現實を 卒直に 尊重す る 政治の 間 
に 劃然たる 一線を 劃 せんた めに なすので ある。 

要するに 今一度 繰返し 總括 的に 言へ ば 獨逸國 は、 特に 伊太利の 聯盟 脫退以 後に 於て は、 何時か 亦此 
の 制度に 再 加盟す る 如き 考は 毛頭ない 0 

こは 他の 列强 VJ の 協同 作業を 拒否す るの 意では ない、 其反對 である。 無制限 且又 大部分の 場合 實現 
不可能なる 義務の 拒否を 意味す る ものである。 

他の 列國 VJ の 協同 作業の ためじは 獨 逸は 多ぐ の、 又 吾人の 信す る 如 ぐんば、 價値 ある 寄與を なし 
た。 且又 吾が 阈は 今日は 經濟 的に も 政治的に も 孤立せ bw 解 さるべき ではない 。反對 に 余は 政權 獲得 
以來 大部分の 諸 國 (£ 出來得る限り最善の關係を結ばん爲に努カした0れ>ーつの國に對しては如何な 
る關 係を も 求めな かつた、 且つ それに 對 しては 吾人は 如何なる 親好 關 係へ も 入る を 望まない 、ソゲ ィ 
エト 露 西亞 これで ある。 吾人は •ホ， シラ ゥィズ ムの 中に 以前に も增 して 人類 撲滅 街 動の 具現 化を 見る。 



吾人は 此の 恐るべき 破滅の イデ ォ ¢¥ 丨の 責任を 满西 亞國民 それ 自體 に歸 せし むる ものでは ない。 斯 
くも 5 大なる國民を此の狂氣狀態へ陷れたるは少數の猶太インテリ上層なるを吾人は知つてゐる0若 
し 此の 理論が 地域的に 露 西 亞國內 のみに 制限 さる、 V 」 ならば、 結局は まだ 話の 余地は ぁる、 何故なら 
ば、 獨 逸は 露 西® 國 民に 吾人の 生活 ® を强 制する 意志は ないから でぁる o 倂 し遺慽 乍ら 此の 猶太 國際 
的 ボル シ ■'ゲィズ ムは ソゲ ィ H トの 中心よ b 世界の 諸國 民を 內面 的に 滲 蝕し、 社會 秩序を 崩壤に 導き 文 
化に代ふるに浞沌を置換へん ^ するのでぁる。 

ボルシェ グィズ ム への 接近を 求む るは 吾人では ない。 反對に 、彼の 側より 絕ぇす 他の 人類を 其の 思想 
ど理念に依つて毒し延いては人類を此の上なき塬大なる範圍に涉り不幸 1: 陷れん$してゐる。此の點 
に 於て 吾等は 互に 相容れ ぬ 敵で ぁる 0 •吾人は 獨逸 國內に 於て 共産主義 的 モス ヵクの 試みを 廢滅 せしめ 
たる 如く、 外部よ b も 亦 獨逸國 を ボルシェ ヅィズ ムの實 質的 暴力に よつ て壤滅 せし むる こ も 許容し な 
いで あらぅ o 

扨て 大英帝 國は屢 々其の 責任 ぁる 政治家の ロを 藉 りて、 英國は 世界の 現狀 維持に 關 心を 有する もの 
なる 事を 確言して ゐるが 、そは 亦 以上の 點に 就ても ぁてはめられねば ならぬ。 卽 ち歐羅 巴內ー 國のボ 
ル シラ ゥィズ ム化は 現狀を 狂は す こ VJ を 意味す る 〇 何 VJ なれば、 其の ボル シラ ゥィズ ム 化せる 地域は 最早 
國民的 獨自の 生活を 營む 自主的 國 家には 非す して、 モス ヵク 革命 中軸の 分區 をな す ものでぁる 0 余は 



イー デン 氏が これに 同感なら ざるを 知つ てゐ る。 併し スタ ー? ンは これ ビ同じき意見を有し、公然 ^: 
これを承認してゐるのである、余の考に依ればスターリンは個人 (^ して見れば、目下ボダシ"グ"*スム 
の觀念 VJ 意 企に 關 する 限 b 英國 大臣ょ b もょ， 〇 信憑すべき 識者で あり、 解釋 者で ある® 故に 吾人は* ホ 
ルシェ ゲィズ ムを 流布せ んビの 試みに 對 しては、 それが 何處に 起ら ぅビも 嫌 惡を以 て、 又 それが 吾人を 
脅かす 所に 於て は 敵意を 以て、 對立 する ものである 0 

此處ょ b 日本に 對する 吾人の 關係も 生じて 來 る。 余は、 日本を 害する こ VJ に 依り歐 羅巴の 世界に 貢 
獻する 所 あ b 得べ し ビ信する政治家の意見に與みするこ <£ は出來ない0余は、11:本の極東に於ける敗 
退は決して歐羅巴或ひは亜米利加を利する所なく利益を受くるはボルシラゥィズム的ソグィユト露西亞 
のみな らんこ VJ を惧れ る。 支那は 自力を 以て ボル シラク ィズムの 襲來 に對抗 する には、 精神的に も 或 ひ 
は 物質的に も 十分 强カな る もの ミは考へられぬ0余は併し日本が如何なる大勝利を得ょぅ<も*ホルシユ 
ゲィ ズムの 勝利に 比すれば 世界 文化 VJ 一般 平和の ために 比較 U ならぬ 程 其の 危險 度は 少なき もの ビ信 
する。 獨逸國 は コム インテル ン 運動 防遏 のた め 日本 VJ 協定を 締結した 。獨 逸は 支那に 對して も 常に 友 
好的關 係を 持して 來た 。吾人の 立場は 恐らくは 何れの 國に もまして 此の ドラマの 眞實の 中立 傍觀 者た 
b 得る ものである ど 余は 信す る。 吾人は 皆、 此の 極東の ニ大國 民間に 再び 平 穩の狀 態が 復し 、遂には 
平和が 來 らんこ ビを 過去に 於ても 望み、 現在 も 又 望んで ゐ るこビ は 再 言す るまで もない こビで ある。 



但し 余の 信す る 如 ぐんば、 若し 某々 强國が 、正に H チ ォビ ャ事變 に 於け る vj 同じく、 極東に 於ても 其 
の 助 1 i -ロ /」 並 ひに ?^ らぐは ^ 神 ^ 援助の約束をた>片方のみに與ふるこ^1の度を過すこ ^ なかりせば、 
恐らく 疾 くに 平和は 克极 して ゐたに 違 ひない 〇 上 の 如き 出方は、 目下の 形勢では、 全く 非 實際的 意味 
しか あ b 得な かつた の だ 。溺れる ものは 藁を も摑 むので ある 。何時もの 手で 國際 聯盟を 以て 平. 和ヾ」 安 
全の 確實な る 保證 である が如く論究する所なく、寧ろ支那をして自己の狀態の :1& 大性に目覺めしめた 
らんには 遙かに ょかつた ので ある 0 

極東に 於け る 事變の 最 後 決定的 解決が 何時の 11; (: 來る (£: も、又如何に終らぅ，^も、蜀逸は其の反コ 
ミ ュニズ ムの 防衞態 勢に 於て 日本を ば 常に 安全保障、 それ も 人類 文化の 安全 保證の 要素 どして 見做し 
且認價 する こ VJ に變 6はない0何 ^ なれば、日本が例へ如何なる勝利を博さぅども、白人種國民の文 
化に 少しで も抵觸 する 所な きは 吾人の 疑は ざる 所で あり、 同時に、 ボル シラク ィズム の 萬 一の 勝利 i 白 
色 人種の 千年 來の 今日の 文化を 終焉に 導く ものなる は 疑 ひを 容れざ る 所で あるから だ 0 

これに關し余は、獨逸國の其の極東に對する態度は白人種の利益に抵觸する所ありビして、吾人 
に 非難を 浴せ るかの 思 味なる 攻擊 に對し 最も 激烈に 抗議を 呈 する ものである 〇 斯様な 論說を 英_ 又は 
佛蘭 西の 新聞に 目擊 せざる を 得ぬ は、 た>た>呆れる外はない。 

自己の 種族 的觀點 からかく も 激烈に 戰ひ來 りし 外ならぬ この ナチ ス國 家が 今や 突如、 種族の 理念、 



より 適切に 言 ふなら ば 種族の 利益に 對 して お叱りを うける 如き 榮譽を 頂戴し よう VJ は 之れ 世界史 上の 
滑稽 事で ある。 獨 逸は 極東に 於て は 何等 領土 的關 心は ない。 た '^ 商業 取引を なさん VJ の 理屈の 通つ た 
望を 有する のみで ある 〇 これは 何も 何れ か ある 一方に のみ 味方す る ビ言ふ 義務を 生じない 。寧ろ これ 
は ボル シラ ゥィズ ムの 勝利は 此の 點に 於ても 亦 其の 最後の 可能性を 破壤 する ものなる を 認識す る 義務を 
有する ものである Q 

因に 獨逸は 嘗て 極東に 所有地を 待つ てゐた 。この 事實は 列國が 黃 白人種 國 民の 聯合に 依 b 獨逸國 を 
極東より 放逐す るに 何等 妨げ VJ ならな かつた。 今日 吾人は 再び 極東へ 復歸 すべき 招待を 受けよう は 
實際 最早 望んで 居らない 0 

同じく 獨逸國 は 目下 西班牙に 於て 狂暴を 逞 うして ゐるか の 恐るべき 內亂 に關 しては、 如何なる 點に 
於ても 何等 領土 的關 心を もつ てゐな い。 西班牙の 情勢は 嘗て 吾人が 獨逸阈 に 於て 經驗 したる もの ビ 類 
似して ゐ る。 此の モス カクよ， 〇 人員 及び 物質の 形で 國民的 獨立阈 家に 對して 使 !® し 遂行され たる 攻漀 
は、 手を 東ね て 膜 殺さる るを 欲せざる 國民的 人民の 反擊を 受 くるに 至つ た。 然して 獨逸國 に 於け る V 」 
正しぐ 同じぐ、 此の 場合に 於ても、 民主的 國際 聯合は、 ボルシェ. ゥ 1 スム的 放火 犯人の 味方を してゐ る. 
ので ある。 獨逸 政府は 西班牙の ボル シう ゥィズ ム 化を 歐洲 動亂の 要素 V 」 見る のみなら す、 歐洲 勢力 均衡 
の攪亂 VJ 見る、 何故ならば、 此の 阈に して 先づ モス カゥ 中樞の 一分 區 ビ ならん には、 其の 結果 此の 破 

七三 



壤 <£ 滅 亡 の 疫病は 更に 廣 く傳播 する 危險が ある、 かくな れば 吾人は 此の 結果に 對して 斷 じて 無關心 で 
ゐるこ VJ は 出來な くなる ので ある 0 

故に 吾人の 反 ボルシェ. ゥィズ ムの 態度を 第三 國 •か 又 共に する こ w は 吾人に ビつて 幸で ある o 獨 伊關 係. 
は 共通の 人生 觀、 國家觀 の 存在 更に 又 吾人を 脅威す る國 際的危 險に對 する 共同の 防衞に 立脚した もの 
である 。此の 感情が 獨逸國 民 一般に 普及せ る 事 如何程で あるかは、 ファシスト 國 家の 建設者の 歡迎に 
於て 見られた あの 喜ばしき 熱狂 振りに 於て 最も 的確に 示された 。若し 一九二 ニ 年に、 ムッソ リ！ | が 
ファシスト 運動の 勝利に 依つ て 伊太利を 征服す る こ <£ なかりせば、伊太利は恐らくはボルシラゥィズム 
の 手中に 陷つ てゐ たで あらぅ、 こは 歐羅 巴の 全 政治家の 認識せ ざる 不可ざる ものである 0 

か、 る崩壤 は 西 歐文 化に 如何なる 結果を 齎す かは 全く 想像 も 及ばぬ ものが あらぅ o 單 にか、 る 可能 
性 あ b vr J 思 ふ 丈で も史實 に 關し 洞察力 あり、 歷史 に對し 責任 意識 ある 者は 戰傈を 憶へ るで あら 50 故 
に* へ 一 |ト，ムッソリーニが獨逸國に於ても彼の立場に對する共鳴を見出し得るは、歷史的に見て偉大な 
る 現象で ある 0 

現在の 伊太利の 狀勢 は獨 逸の 狀 態に 似た る點が 多い 。か、 る 情勢の 下に 於て は、 同じく 人口 過 刺に 
惱む 吾人が、 國 民を 國際 聯盟の 妄想 的 観念の ため 崩壤 せし むる を 欲せす、 寧ろ それょ b 救濟 せん S 決 
する 所 ある 一人物 一政 體の爲 す 所に 理解を 示す は當然 極まる こ VJ である。 この 事實 は、 國際 聯盟の 皮 



相の 理想は 元々 其の 主要 列強の 異常なる 現實的 利益 ビは 一致す る 所な きは 疑 ひを 容る 、余地な き 故に 
一層 當然で ある。 

西班牙 事變に 於ても 亦獨逸 伊太利は 同じき 解釋を 有し、 かるが 故に 同じ 態度を 持して ゐた 。獨 伊の 
目的は 國民的 西班牙を して 完全なる 獨 立を 確保せ しむる にある。 獨伊 友好 關係は ある 一定の 原因ょり 
發 して 漸次 歐羅巴 平和 安定の 要素 ビな るに 至つ た。 此の 兩國が 日本 ^ 結んで ゐ るこビ は 露 西亞 —— ♦ホ 
ルシェ グ ィズム 的 暴力が 更に 進出す るを 斷然 VJ して 防遏 する ものである。 

最近 數年屢 々英 佛對獨 逸の 對立な るこビ が 言 はれ、 且 ょり 屢 々筆に のせられた 。此の 對立は 如何な 
る點に 十分なる 根據あ b て 存 する か、 余には 一々 明瞭では ない。 獨逸國 は、 余が 旣に 一度なら す ；# 々 
強調せ る 如く 歐羅 巴に 於て は佛蘭 西に 對し 最早 領土 的 要求を なす ものでは ない。 ザー ル 復歸ど 共に 獨 
佛の 領土 鬪爭の 時期は 決定的に 終熄した る もの ど 考へ たい 0 

獨 逸は 又英國 VJ も、 吾人の 植民地 要求を 別 VJ しては、 別に 事を かま ふる 所は ない。 事實 何等 可能な 
bw 考へ 得べき 紛爭 の根據 もないで はない か。 此 等諸國 家の 共存を 毒し、 從 つて 煩 ひの 種 VJ もなる も 
のは 唯一つ、 これ 等の 國々 にて 「個人 言論の 自由」 の 標語の 下に 行は れつ ヽあ る、 實に 不快 極まる 新 
聞の 煽動 的 論調で ある。 これ 等の 國 々に 於て は、 此の 虛欺誹 謗を 終熄せ しむる に 法# 的 可能性の 存在 
せす VJ 外阈 政治家 及び 外交官から 屢 々きくが、 これは 余の 理解 出來ぬ 所で ある。 何故ならば 此の 點で 



問題 VJ なる のは 個人 問題に 非す して W 民間、 网家 間の 共存 問題では ないか 。吾人は 此の 事象を 長期に 
渉っ て耐へ 忍ぶ こ どは出來ない0此の煽動の結果に對し目を閉じてゐるこ 5£: は出來ない0何故ならば、 
放って置けば ある 補の 國 々に 於て は 卑劣なる 國際 的虛欺 製造者の 手に 依っ て 吾が 阈に對 する 強烈なる 
嫌悪の 念が 進展し、 其の 結果 吾が 阈に 於て は 新聞 政策に 依っ てこれ 等國 民に 對 する 敵意 ある 論調は 禁 
せられて 居る 故に、 獨逸國 民の 側よりは 何等 必要なる 反對 を受 くる こビ もな く、 漸次 公然 y , 敵意 ある 
輿論が吾人に對し生するに至るは容易なこビである0然してこれは危險なこビである、平和に對する 
危險である。故に余は吾か國及び吾 *> 國民に對する絕へざる緋誇ど侮辱の放博なるやり方に對し反駿 
する 所な ぐ 甘受す る 意志は 最早 持たない 〇 今よ. 〇 は 吾等は 反駁す る ものである 。それ も ナチ ス的 徹底 
を 以て 反駿 する であらぅ Q 

最近 蠢 間の みに て も獨蠢 に關し 正に 正氣 S ? も 思へ す、 愚 蒙 顔なる 主張の 言 ひ 振らされ 
たる ものは、 げに 唾棄すべき ものが ある 0 

ロィ ター 通信は 余の 生活に 根 も 葉 もな き 攻擊を 加へ、 又 英國 新聞に 於て は 獨逸阈 內に 於け る 途方 も 
なき大最檢擧、又瑞西、白耳義、佛蘭西に對する獨逸_境閉鎖等を報じてゐる0又他の新聞報道を見 
れは 、日 C 皇太子は 獨 逸よ b 逃亡せ り、日く獨逸國內に軍隊慕勒起りたり、日く獨逸將軍にして逮_ 
せられし もの あ 1、又反對に獨逸將軍は其の軍隊 £ 共に首相官房へ ^: (示威)行進をなせり、ョくヒ 



ムラ ー VJ ゲー リングは 猶太 人 問題に 關し相 爭ふ所 あ b 、 其の 結果 余の 立場 非常に 困難に なりた $、 或 
ひは 日く 獨逸 ー將 軍は 腹心の 者を 通じて ダラディエ ビ 結ぶ 所 ありたり、 日くシ ユトル ブに 於て 軍隊 反 
亂 * 6 た 6、 日く 陸軍ょり 除名され たる 將校數 ニ 千、 日く 全獨逸 工業は 戰時 動員令を 受けたり、 日く 
政府 VJ 私設 工業 間 !: 深刻なる 對立あ b 、 日く 將校 二十 名、 將軍三 名は ザルッブルクへ 逃. □せり、 日く 
將軍 十四 名は ル ーデン ドルフの 遺骸を もちて ブラ ーグへ 避難せ り、日く余は最早聲を出す能はす、故 
じ 深謀遠慮の ゲ V 声 ス は、 將來 余は 蓄音器 レコ ードに 依りて 演說 すべく、 余の 聲昔 模寫 可能なる 人物 
を 目下 探索 中な bvj 、 これ 等に 對し M を か 言 はんや 0 余 思 ふに、 これ 等 デ ャーナ リズム 的 眞實を 妄信 
する 者は、 明日に も、 今日 此處に 立てる は 果して 眞實の 余なる や 否や 紛爭を 起す であらぅ 。余は た マ 
身 振の みを なし •其の 間 余の 背後に て官 •傳 大臣 殿が 蓄音器の ナ ー ゲィ スをな した bv , 主張す るで あら 
ぅ 〇 最近 イ ー デンは さる 演說 !- 於て 自國の 種々 の 自由を 說いて 熱狂す る 所が あつた 。但し 彼は 其の 中 
特殊の 自由を 一 つぬ かして ゐた o 卽 ち 何等の 故障 もな く且 無限に 他國 民" 其の 制度、 個人、 政府を 誹 
謗し、 中傷す るを 許される デャ ー ナリ スト. の 自由 これで ある 〇 言 ふまで もな ぐ、 これ 等總 ては 眞 面目 
に 考へ るには あま b にも 馬鹿らしき 事で ある。 結局は 在 獨幾百 萬の 外 國人が 、この 眞實な らざ るを 見 
て くれる ので ある。 何故ならば、 自國 ょりあら ゆる 外國 人を 遠ざけ、 領事館まで 閉鎖す る ソゲ" エト 
m 西 亞な る國際 聯盟 加盟 國 V 」 は異 り、 獨 逸に 於て は 何人も 皆 全く 自由に 其の 現場で 見聞を 集め 得る の 



七 八 

である。 併し 時 VJ 共に これ もやは り 阈際關 係の 困難なる 煩累 VJ なる 〇 余は 外 國 新聞の 一部は 他國民 の 
名 # を 毀損すべき 卑劣なる 攻擊に 參 加して 居らぬ 事は 萬んで 確認す る 。倂 しそれ にも 拘らす 如上の 煽 
動 戰を 通じて 捏造され る 害毒は 非常に 大な るが 故に、 余は これ 以上 これに 痛烈なる 駁論を なす 所な く 
甘受す る 意志は 今ょり 以後 最早 有せざる ものである 〇 特に、 諸國 民を 驅つて 戰爭に 至らし むる 明瞭な 
る 目標 ある 場合、 その 害毒は 特に 甚しい o 余. は 此處に た マニ 三の 亊實を 示す に 留めょう 0 
議員 諸君、 昨年の こ VJ であるが、 獨 逸は ニ 萬の 兵士を 西班牙 領モ 0 ッ n に 上陸せ しめたり ぐ J の 思 ひ 
がけぬ 虛報は 諸君の 記憶 せらる る 所で あらう 。幸に して 此の 破廉恥なる 廉 報は 直ちに 否定され た 〇 祥 
し、 萬 一 此の 否定が 必要なる 短期間に なし 得られ ざり しには、 如何なる 事態を 惹起した であう か 0 
更に 獨逸 W 伊太利は 西班牙を 分割す る こ VJ に 意見の 一致を 見た S の 主張、 或 ひは 獨逸 w 日本は 和 蘭 
植民地を 橫領 共有 せん VJ の 協定を 締結せ bvj の 最近の 惡意 に滿 てる虛 偽は 此の 罪惡の 主要なる ものに 
數 へられる。 此處に 於ても 未だ 眞 面目なる 仕事を 語 b 得る であらう か、 自由を ロに し 得る であらう 
か、これ等はかの國際的犯罪者達に、世界を絕へ中不安に導くを可能ならしめてゐるではないか0こ 
れ こそ 最も 惡 質の 戰爭敎 唆 者で あり、 戰爭 使嗾 者では ないか 〇 英國 政府は 軍備制限 又は 空爆 禁止を 望 
んでゐ る。 これ 等は 余 も 嘗て 呈議 した 所で ある。 倂し當 時 余は 更に 亦 陰險な 新聞記事に 依り、 世界の 
公論の 毒せられ るを 防衞 する こビ こそ 最も 重要なる こ ^ を も呈議 した 替で ある 0 



吾人の 伊太利に 對 する 共感を、— 若し かぅ 1 a ふ 事が 言へ る ど すれば、 —— 一層 強めた る ものは 伊 
太 利に 於て は國家 統治 VJ 新聞 政策が 軌を 同じぅ してゐ る 事 實て ある。 國家 統治が 意志の疎通を 說くー 
方、 新聞が 其の 反對の 煽動を 行 ふこ VJ なき 故で ある 0 

他國の 元首に 對して 、裁判所の 判決に 關し說 明を 求めて 手紙を 書く 如き 不遜 行 爲も亦 此の 國 際攪亂 
の 章に 屬 する ものである 。余は 英國 下院議員 諸君に 獨逸國 民 裁判所の 判決に 頓着す る 所な く、 ィ丄ル 
丨サレ ム の英國 軍法 會議の 判決に 注意を 向けられた し VJ 薦めたい ので ある 。英 人が 獨 逸の 判 逆 罪 犯人 
じ利害を感ずるは腹の底は見 ± てをるが、斯る關心は獨英の關係を好轉さすには何の役にも立たぬ事 
である o 

兎に角 獨逸 法廷 或 ひは 獨逸刑 執行に かく も 拙劣に 干渉して、 それ •か 效果を あらは すな は 何人も 
自惚れて 貰 ひたくない ものである 。余は 如何なる 場合 も、 獨逸 國會の 議員が、 英國 司法 事件に 氣を病 
むこ vj は 許さない 。大英 帝國の 利害は 勿論 大きい に 違 ひない、 吾人 も 亦 それを 夫ビ して 認めて ゐる 0 
併し 獨逸國 民 及び 獨逸國 の 重要亊 は 獨逸國 會ビ 、一 國會 ょりの 委託 者 S して 余が 決する の だ、 英國の 書 
簡か きの 委員 會が 決する のでは ない 0 

余は、非戰鬪負への茺斯彈、燒夷彈、爆彈の投下を國際的に防止するのみならす、何ょり先づ瓦斯 
彈 、燒 夷彈が 嘗てな し 得た b し 以上に、 國家關 係を 險惡な らしむ る 如き 新聞の 販賣を 除去す るに 成功 

七 九 



5 

したなら ば、 實に 功多き 業績な らん ぐ」信するものである0 
此の國際的新聞煽励は勿論靜穩のためビいはんより阈民間の平和榄鎺の要素ビして考へねばならぬ 
が 故に、 余は 此の 獨逸阈 (: 對 する 狂暴なる 戰爭 への 脅威が 何時の 日 か 血 酷ぐ さき 暴力に 變也ざ るよぅ 
其の 保障 V 」 して 獨逸阈 防 軍の 强 化を 決心した ので ある。 此の 計畫は 本年 二月 四日より 實行 に 移され、 
迅速に 且斷乎 V 」 して 遂行され るで あらぅ。 

獨逸國 自身は 如何なる 場合に も、 歐洲の 全强國 及び 他の 列國 VJ 親密なる 關 係を 建設 せん VJ の 誠實な 
る 願望を 有して ゐ る。 若し これが 實現が 不成功なる 時は、 吾人には 責任は ない 0 
勿論 吾人は 此の 新聞の 態度に 直面して は、 會議 及び 別個 會談 よりは 目下は 多く 期待すべからざる を 
信す る。 何故ならば 以下の 如き 事 實 (: 關 しては 自己 僞瞒に 甘ん する わけには ゆかない からで ある 〇 こ 
れ等反 平和的 國際的 新聞 戰は國 民間の 和 協に 至る あらゆる 試みを 直ちに 害する 術を 心得て ゐる 。それ 
はすべての會談を直ち (: 曲解し、或ひは反對の方面に歪曲するであらぅ0それはあらゆる協定を直ち 
に改 .鼠す る ものである 。故に か、 る狀 態では、 各國 政府が 一般に 公の 輿論を 顧慮す る 所な く斷 行し 得 
ざる 限り、 か、 る會談 又は 會見 から 如何なる 效用を も 期待し 得べ くもない 0 
故に 吾人は、 目下の 所、 正規の 外交的 文書 交換の 途が 、少く V 」 もこれ 等阙際 的 新聞の 鐵 面皮の 歪曲 
に 對 して 其の 前提を 無にする 唯一 差 障りな き 道で ある V 」 言す る 0 



吾人は 獨逸 VJ 境を 接する 大部分の 國家 VJ JE 常なる 且 一部は 友好的なる 關係を 維持し 得て 居る こ VJ を 
幸福に感じてゐる0至る所 1: 緊張緩和の戚が生じてゐるビ思はれる0歐羅巴のニ三の國家に見る如き 
實 際の 中立への 强烈な る 努力に 對 しては 吾人は 深く 且心 から 滿足を 威 じてゐ る。 其 處には 高まりつ、 
ある 平 穩化從 つて 政局 安定の 要素 あ bvj 見て ょい もの V 」 信す る。 併し 反對に 經濟 及び 人口 政策の 狀態 
に 關 する 歐洲 現勢 地 岡を 目茶々々 にして しまつた 狂 氣の 沙汰 V 」 も 云 ふべき ゲ上ル ナィ ユの 一幕の 痛ま 
しき 結果を 見逃* かす わけには 行かない 0 

た ^ 吾が 國境に 接する 阈 家の內 二つは 千 萬に 餘る 多ぐ の獨 逸人 集 ®! を 包含して ゐる 。彼等は 一八 六 
六 年までは 猶獨逸 全國民 ビ 共に 國 法的に 一つの 聯邦を なして ゐた ので あつた o 一 九 一八 年までは 彼等 
は獨逸 兵士 V 」 肩を 並べて 共々 かの 大戰に 戰つ たもので ある。 彼等は 平和 條 約に 依つ て 自らの 意志に 反 
し 吾 •か ラィヒの 合 邦を 拒まれた る ものである 。これ 丈で も旣に 悲しむべき こ V 」 である。 唯一 點 吾人の 
眼に 疑 ふべ からざる もの •か ある。 吾國ょ b の國法 上の 分割は 民族 政策 的に みて 權利剝 奪を 招來し 得な 
い、 卽 ち、 民族自決 權は 、序で 乍ら これ U クィル ソン 案 十四 ヶ條に 於て 停戰の 前提 V 」 して 禮 々しく 吾 
人に 與 へられるべし ビ 保證 された ものであるが、 この 民族自決 權は獨 逸人が 問題 V 」 なる の 故を 以てさ 
ぅ 簡單に 輕視さ るべき ものでは ない。 長い間； 2は自覺ある强國たるものは其の傍に &. る同胞がその屬 
する 全 民族 VJ 又 其の 運命、 世界 觀 VJ I - 共鳴し 且これ w 結合して ゐるが 故に、 常に 重 腿を 蒙む るを 見る 



は耐へ 難くなる に 違 ひない 0 

吾人は何れの阈をも滿足せしむる如き阈境線制定は歐羅巴 |: 於ては不可能なるは猓知してゐる、佴 
し少數民族に對しては政治的分割の憂苦に加ふるに、更にー定の民族に ;#3 せるの故を以て迫害さるる 
如き 憂苦を 加 ふるこ V 」 なきょぅ、 不必要なる 虎 待を 避く るは それ 丈 又 重要な こ <£： である。 

此處に 本當に 其氣 さへ あれば 步 みょ b 又は 緊張緩和への 道を 見出す 可能性 ある こ vj は證 明され てゐ 
たの だ。 併し 此の歐 洲に 於け る步み 寄りに 依る 危機 緩和を 暴力を 以て 防 害せん V 」 する ものは、 何時か 
必らす や 民族 間に 暴力 爭鬪を 喚起す るに 違 ひない 。何故ならば、 獨 逸國が 無力 無防備で ある 限. りは 吾 
•か 國境に 於け る獨 逸人は 間斷な く 多くの 迫害に 甘ん せざる を 得ぬ こ V 」 は 論議の 余地な き 所で ある。 伹 
し英國 •か 全世界に 涉 つて 其の 權 益を 庇 謎 代表す る 如く、 今 H の 獨逸も 例へ 其の 範 園は 局限され たる も 
の 乍ら やは b 自己の 利益は 代表 庇護し、 且つ それを 守る. こ VJ は 知つ てゐ る。 然して、 吾が 國 境に 於て 
其の 一般 人間的、 政治的 乃至 世界觀 的 自由の— 權利を 自力を 以ては 保障し 能は ざる かの 獨逸 同胞を 庇護 
する こ* yj も 此の 獨逸國 の 利益の 中に 算入され る。 

吾が 阈の 最初の 大 外交 協定 後の 第五 年に 於て、 吾人は 心からなる 滿足を 以て 以下の 事實を 確認し 得 
る、 卽ち 吾等 V 」 恐ら ぐは最も大なる對立をなしてゐた(波蘭)國家ビ吾人の關係は單に其の緊張が緩 
和せ るの みならす、 最近 益々 友好的 接近を 見て 來たこ VJ である。 此の 事 實は 先づ 第一に、 當時ヮ ル ソ 



ゥには 西 歐議會 主義 存在せ す、 单 越せる 人物に して、 斯 くの 如き 獨波關 係 緊張 綏和は 歐洲に 重大なる 
意義 あ bvj の 念を 懷ける 一元 帥 ありし 事情に 負 ふ 所 多き を 余は ょく 知つ て ゐ る。 當時 多くの ものに 懸 
念され たる 工作は 其の 間に 其の 試練に 耐 へ、 國際 聯盟が ダンツィ ヒに 於け る絕 へざる 防 害 運動を 遂に 
放棄し、 新 委員に 依つ て ある 非凡なる 一人物を 免黜して 以來 、今日では 此の 歐洲 平和に 對し 最も 危險 
なる 地點は 其の 危險な る 意味を 消失した もの VJ 言 ひ 得る。 

波蘭阈 家は 其の 自阈內 の 國民的 情勢を 尊重し、 ダンツィ ヒ及び 獨逸國 は 亦 波 蘭の 權 利を 尊重す る。 
かくて ダンツィ ヒ ょり 出で て、 今日 多くの 平和 攪亂の 試みに も 拘らす 獨波關 係を 終局 的に 好轉 し、 誠 
實なる 友好的 協力に 變 化せし め 得た る 協調への 道を 平坦なら しむる に 成功した。 

余は 議員 諸荇に 、種々 の 理由から 特に 吾人に 近接せ る國 W 最近 一層の 協調を 實 現し 得た るを 報告し 
得る を 喜び ビ する。 その 國は單 に 吾人- / J 同 民族なる のみなら す、 特に 獨燠 兩阈を 結合す る 長年の 同一 
歷史 VJ 、 又 共通の 文化を 有する 國で ある Q 

七月 十一 日の 協定 執行が 困難な b し亊實 に 鑑み、 最後 的 和 協に 對 する 誤解 VJ R ?- 害を 除去すべき 試み 
をな すは 必要なる こ V 」 であつ た 0 . 

何故な れば 、夫 自體耐 へ 難ぐな つた 狀 態は 何時かは、 をの 欲する V 」 欲せざる に關 はらす、 何時かは 
極惡なる大破綻に對する前提ビなむ得るこビは明かなる所であつた0ー度廻轉を始めた運命を止むる 



は 最早 人力を もつ てして は 先づ 不可能 ビ稱 してよ い。 此 等の 認識は、 余が 來訪を 求めし 塊 太 利 首相の 
解釋 VJ も 一致した るを 確認し 得て 余は 欣快を 感じて ゐ る。 この 際 吾人の 見解 並びに 目的は 次の 方法、 
卽ち燠國民中彼等の見解並び (: 世界觀上國民社會主義的に思考する人々は、苏他現行法の範圍內に於 
て、他の國民にも亦屬する同ーの權利を與ふるこ.、 1: より吾々の關係の緊張緩和を招來せしむるこど 
であつ た。 これ VJ 共に 全般的 恩赦に 依 b 一方 又 可能なる すべての 政治的、 人事 的、 物質 經濟的 協力の 
種々 の 領域に 於け るより 緊密なる 友好的 關 係に 依 b 、 大なる 充足 的 行動* か 發 生し 兩國家 間により よき 
協調が 開かれるべき であつ た。 これ 等す ベて は 七月 十一 H の 協定の 範圍內 に 於け る 補足で ある。 

余は 獨逸國 民を 前にして 此處 に、 余の 招待に 應じ 、其の 故 鄕の搖 藍は 何處 にても あれ 吾等は 传 等し 
く かの 總體 的獨 逸民 族の 兒等 であるが、 此の 兩國の 利益 及び 同じく 全獨 逸民 族の 利益を 決すべき 一 路 
を余ビ 共に 行かん VJ 努力せ る、 大なる 理解 VJ 情 ど 厚き 好意に 對 し、 澳太利 首相に 余の 心からなる 感謝 
の 念を 捧げる 0 

吾等は これに 依 b 歐洲平 和に 對し 貢献を もな し 得た る もの V 」 信す る 0 

此の 判斷の 正當な るは、 常に 平和を ロに し 乍ら、 戰爭を 使嗾すべき 機會は 一 も 逃さざる かの 民主的 
世界 市民の 激昂に 依って 最も 確實に 證 せられる 。彼等は 此の 協調 的 外交 工作に 關し 激怒、 憤激した。 
故に 却って 適切 且っ 正當な bw 判斷 して 差 支へ ない。 



この 亊實 は歐羅 巴の 緊張を 暫次 緩和す るに 至らし むる じ 役立つ かも 知れない 。何れにせょ 獨逸國 は 
其の 友好 關係に 依據 し、 吾人の 前に 横は る 仕事に 對 して 將來も 亦 前提を 與 ふる 財 寶卽ち 平和を 救 ふ V 
く あらゆる 試みを 爲さな いでは® かぬ 積 b である 0 

黨員 諸君、 此處に 余は 歐羅 巴諸國 及び、 歐洲 以外の 諸國 に對 しても 吾人の 關係は 良好 且つ 正常なる 
か 或 ひは 非常に 友好的なる こ V 」 を 確言し 得る 0 

た ^- 此處では、例へば洪牙利、勃牙利、ユーゴースラゲ<ャ其の他の諸國ビ結べる特に親密なる友 
好關係につきー言すれば足りるであらぅ。他國民 (£ の經濟的協カの範圍に關しても、吾人の外國贸易 
の バランス •か 諸君に 明白なる 考を與 へて ゐる 0 

併し、 獨逸國 W 同じく ボルシェ ゲィズ ムに 世界的 危機を 認識し、 其の 故に コム， ィンテル ン運 動に 對し 
共同 防 遏戰 線を 敷く を 決せる かの ニ大 强國ビ の 協力に 如くは ない 0 

此の伊太利及び日本 <£ の協カが益々强化の度を加ふるは余の心ょ6希望寸る所である0其の他吾々 
は、 一般 政治 情 態に 發 生し 得る あらゆる 緊張緩和に 對し 感謝の念を 抱く。 何 V 」 なれば、 吾が 國 民の 業 
績が 如何に 偉大な も、 同時に 國際 間の 協力が 强 化する に 至ら ば、 人類 福祉/ の效果 の猶 一層 增加 
する は 疑は ないから である。 

獨逸 民族は 其の 本 ® 上 決して 好戦的では ない、 軍人 的で ある、 卽 ち、 そは 戰を 望む ものに 非ざる も、 



惧る 、ものでは ない。 そは 平和を 愛する ものである •か、 名# 及び 自由を 愛する 點 にも 變 b はない ◦吾 
人の 過去に 橫はれ る 怖ろ しき 十 五ヶ 年は、 余の 信す る 所に 依れば、 獨逸國 民の 常に 反省し、 且っ 忘る 
V からざる 警戒で あ b 、 且つ 敎訓で ある 0 

黨員 諸君！ 獨逸國 曾の 諸君！ 余は かの 授權 法の 協賛に 依って 余の 活動の 前提を っくられし 諸君 
に、 獨逸國 民 生活の 歴史的 五ヶ 年間の 報告を なした 。終りに 望み、 余は、 吾人 U 熟烈に 愛せら るる 國 
民 及び ラィヒの 將來 への 余の 確信が 如何に 大な るかを 諾君に 保證 せざる を 得ぬ。 嘗て 余が 一介の 無名 
の 兵士な りし 時に、 獨逸國 再興への 鬪爭へ 余を 驅っ たものは、 っまる 所 獨逸阈 民への 信念で あつた。 
そは、其の制度に非す、社會秩序及び社會的階級に非す、政黨に非す、國家的並に政治的權カに非す 
然らす して 獨逸國 民の 永遠の 内面的 價 値に 對 する 信念で あった 0 

更に 何より 先づ 、甞 ては 余 も 亦 其の 一人であった が、 單に 吾人の 生活 及國民 圈體の 名 もな き 支持者 
にす ぎ ざ b し 幾 百 萬の 男女 個人に 對 する 信念で ある。 新 獨逸國 の 建設の ための 余の 努力は 亦 彼等の 爲 
でも あった。 新 獨逸國 は 斷 じて 一階 級の ものなら す、 一身 分の ものなら す、 獨逸國 民に 馬すべき もの 
である 。地上に 於け る 生活を より 容易に 見出し、 其の 存在を より 美しき ものに 形成し 得る 如く 獨逸國 
は國 民に 助力を 與ふベ きて ある。 此の 時代に 余の 創設した ものは 何等 自己 目的を もつ ものでは ない。 
す V ては これ 無常で ある 0佴し吾人に £ りて不滅なるものは獨逸國民 £ いふ肉 ^ 血よ.りなる實體であ 



る。政黨、國家、國防取、經濟は、單に目的に對する手段€しての價値が與へられるに過ぎざる制 
度で あ. り、 機能で ある。 これ 等は、 其の 目的を 達する 役目に 應 じて 歴史の 前に 科 量 せらる る もので あ 
る。 歴史の 目的は 一定 不變 常に 民族で ある 0 

それ 等は 唯一の 時を 起 越せる ものに 對 する 時に 制約され たる 現象で ある 。其の 唯一の ものに 余の 全 
精力を もつ て 奉す るは、 余の 生涯 過去 現在を 通じての 幸福で ある 〇 余の 卓越せ る 多ぐ の 同志、 彼等な 
か . b せ ば 余の 仕事 も 決して 成果を を さめ 得な かつた が、 其の 同志に 感謝す るは 余に どつ て 喜ばしき 義 
務で ある o 此處に 余は、 神が 今後 VJ 雖も 吾人の 仕事、 吾人の 行動、 吾人の 洞察 及び 吾人の 決斷 力に 其 
の祝福を乘れ、又吾人を誤れる高慢、及び同じぐ审屈なる屈從ょり護り、更に又神の攝理が獨逸國民 
じ 定められた 眞 直の 途を 導かれ、 吾人が 正義を なし、 斷じて 暴力 及び 危險に たぢ ろが す、 囘 避せ ざら 
ん勇氣 を 常に 與 へられん こ VJ を、 此の際 吾等が 神に 祈る ものである。 

最後に ナチ ス 運動、 ナチ ス國軍 及び 吾が 獨逸 ラィヒの 隆盛を 望む o ( 終) 0 



